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蕪

一 規
正
令
関
西
学
蓮
に
適
用
か

代
浅
当
局
の
意
向
を
打
診

関西
学
連
執
行委
曼
会代
表
六
名
は
、

表
る十
一日
大阪
府
鰯
内
の法
壽

特

別
審査
篇
を
訪
れ、
去
漉
四月
四
日
公

蒲
さ
れた
「團
体
簿規
正
令
」が
、
全
ゑダ
ハ

学
逮
・
学内
交
化
團体
に
も
遡
用さ
れ

繭鰍灘

晦
鰹

京
大
融
件
にお
け
る
行動
は
、
こ
の法

令
の鴎
六
條第
二項
の
(政
府
ま
たは

地
万
公共
團
体
の咳
策
に
彫
禰
を輿
え

一る
行
備
をす
る
こ
と
」お
よ
び
、同
法

令
第
二
綴
第七
璃
の
「園
殺
そ
の他
の

墨
力
主
義的
企
薗
に
よ
つて
政
策
を変

更
し
、
漫だ
は
鰻
力
圭騰
的
圭
張
を是

認ず
る
よ
うな
傾
向
を
助長
し
薦
しく

は正
当
化
す
るこ
と
」
の
二
つに
該当

ず
るか
も
知
れな
い
と
の
見鮮
を
も
ら
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馴れ
ぬ
口
調
で客
を
引き
な
が
ら
ゼ
ン

咄謁

京
大
西
門を
入
つて
右
側
、
人
、
今
年
匿予
算
が
十万
円
にず
ぎ
ぬ

鴎
蟹
藷
欝
報
麗
繋
継
禦
赴瀬
瓢
鞍
鋳
備
㏄転
享
掴

ス
●キ
ヤ
ンデ
ー
も
、同
業
嘗
の籏
出

円
を
かけ
て
新
馳さ
れ
、
蔵潜
数
一五
当
然
と
も
いえ
る

で
喪
行
か思
わ
し
く
なく
な
つた
今
年

八
万朋
、
日
本
一を論
る
京大
附
腐
図
窟謁
笥
矯は
↓
今
まで
司
譜
は嵐
な
る

の匿
は
、
さな
き
だ
に央
挙
時代
角
聚

霞
館で
あ
る
、
いり

つ
く
よう
な
戸
外
事
務
摩
位
に患
われ
、
九
原則
確
立
の

の余
疲
をう
け
て
学
生ア
ル
バ
イ
トに

と
は
う
つて
変
つた
冷
イ
や
りと
快
い
承
情
も
陣
つて
貧
困の
き
わ
みで
し
た

館
内
に入
・
・
覆
を
上
・と
醸

が
、
数
窯

警

図
髪

対
す
鳩
璽

。。
り
、
そこ
謬

弱
い

者
はず
べて
品
位
を保
ち鼻
蓄
し
き
風
る
暫
臓
も改
つて
、九
原
則
の
ワク
が

親心
を
あて
こ
ん
で
都大
路
に
罷り
出

を
な
さ
ぬこ
と
」
など
Σ魯
いた
「図
あ
つで
鄭
、だ
ん
く
予
算
も人
嵐
も
た
のが
こ
の
玩具
脚
りで
あ
る
、露
犬

簿
閥
覧注
甑
恥
項
」存
簡
眼
にみ
て
・
増
℃
て
く
るで
し
よう
」
と樂
腕
的
だ゚

商入
の
間
に
立ち
凄
じ
つて
五
+
ゼ
ン

定
員
三
三
一茗
の
大閤
覧
室
へ入
る
・
が
、
浮
世
の嵐
は
お高
く
止
ρて
逡
観

チ四
方
の
板
の上
を
金囑
製
の
亀
や兎

と
・
ζれ
こ
の
通
り・
一所
懸命
勉
遡
ず
る
お
方
には
か
穴
つて
き
つく
当
る

が走
り
漢
わ
る、
お
纏腱
も
ち
よ
つと

し
て
い
るの
は
わ
ずか
二
十
名ば
か
り
の
で
は
な
かろ
う
か

は
つて
百
円
かh
百
而十
円
、
夕湶
み

涼
し
い
風ば
か
リ
ハ哉
か物
顔に
吹
き
な
お
参
者
まで
に
昨年
十
二
月か
ら
今

の
お内
懐
さ
んに
は
いさ
」
か
高
いの

ぬけ
て
い
る・
も
ち
ろん
夏
体み
の
せ
年
三月
ま
での
説
盛
傾向
存
調
べて
み

で、
出
は
じ
めた
頃
は各
タ
ー
ミ
ナル

いも
あ
るた
ろ
う
か
・そ
わ
に
して
も

ると
、
駅
門簾
で
は
羽合
栄
次
郎
・ト

の夜
店
に
も
必ず
一絹は
い
た
も
のだ

出
網
係
の陣
取
悼塾

の
一隅
に去
る

ー
マス
。
ヒ
ル
・グ
リー
ン
の思
想
体

が、
近
頃
は
も
つは
らセ
ン
タ
ー
に簗

六
月
二
十四
日
か
ら
裂け
ら
れた
ク
ル

系、
帽
藤
恭
・法
的
人循
者
の理
論
、

甲
、ビ
ア
。
ホー
ル
の階
上
で
爾
を引

ー
ガ
ー
図直
館
東
大分
室
で
は
・せ
ま

波多
野
鼎
・便
値
学
睨聖
な
どが
そ
れ

く学
生
を
よ
そに
、
[夏
つ
ぶ
して
学

い甲
に
い
つも
こ
れと
同
歎
は
かり
の

ぞれ
の
部
門
で
トツ
ブ
存切
つ
て
い

資
を塚
ぐ
日鱒
し
た
ア
ルバ
イ
タ
ーの

学
主
が
、自
分
で
本棚
か
ら
勝手
に
選

る、
敬
彊
潜ぐ
は
野
田女
芙
・デ
カ
ル

顔は
鯉
康
で
ある

ぴ
取
つ
義
め
る
鵠
な
ふ
ん
い氣
を

ト、
谷
纒

三
・生
の哲
叢

どが
よ

合
宿
費
も
稼
ぎ
室
・

樂
し
んで
い
る

ま
れ
て
い
る
一方
、
それ
に
劣
らず
シ

四
聴通
り
は面
園
町
北測
と
い
う
絶好

が
、
と
にか
く
】瀬闘
岡
堅
と出
納
係

ヨー
ロ
ホ
フ
。艀
かな
ド
ン
、永
田
廣
。
の地
を
占
めて
東
大
ラグ
ビ
ー
部
は合

秤別
々
に腰
い
て
、普
踊
あ
る
よう
な
志
.雌
物
史観
諾話
、
ソ同盟
共塵
党

宿稼
ぎ
の
水屋
を
開
いて
い
る
・
やれ

監
脱
つき
で
囚
人
の
よう
に読
む
こ
と
小
兜
な
ど
左翼
系
統
が沢
山
よ
まれ
て

先
聯が
怒
るめ
粉
金
かど
う
の
と
「学

が
な
い
のは
確
属
鼠
期的
だろ
う

いる
の
も
興味
礫
い

生
の商
法
」
に悩
み
は
つ
留獄
い
が、

も
つ
と
も・
こ
」
享

つ
奮

の

"
鵬
の
玩
具
は
い
か
"
"

堂
葬
き
女
圭企

翫
ぬ
い
で
も
ら

小
さ
い索
大
図
購
鹸で
さ
え
瀦務
儲
が

エー
、
お
一
つい
かが
で
ず
か喝
珂

つて
、
七
月
+
一日
か
ら入
月
+
日
ま

九
十
人と
い
う
の
にこ
」は僅
が
三
+

慶
い
鼠
の子
の
お
も
ちや
、
坊
ちや

で
四人
の
部
員
が交
代
で
ウ
ェイ
タ
ー

勧
めを
、
も
つて
一万
円
ち
よつ
び
り

の
同学
銭
部疑
を
カ
ヴ
ア
ーし
ょ
うと

い
よう
と
い
うわ
け
、
成績
は
保
証の

か
ぎ
りで
な
い、
酪
れ
は
天埋
へ
合宿

に出
か
け
る

若
人
の
夢
の
ぜ
て

スポーツ●

「ス
ポ
ー
ツ
と
蒔
つ
た
か
ら

と
て
、
何
も
ダ
ン
ス
や
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
だ
け
し
か
な
い
の

で
は

あ
り
よ
ぜ
ん
よ
」

ピー
ンと
張
つた
純
白
の価
帆
に
、折

か
らの
伊吹
臨
を
}は
いに
は
らゐ

で
、さ
ん
ぐ
と
ふ
り
そ
」ぐ
輿
夏の

うに
渦
つ
て行
く
、
Aク
ラス
、
十=

駅
ジ
ンギ
を
巧に
礫
りな
から
、
ヨッ

ト部
の
峯
將森
騒
者
は圃
う

八
月五
日
より
三
日
間
にわ
た
つて
開

へ

かれ
る
、至
団本
イ
ン
ター
カ
レ
ヅヂ

を冒
前
に
ひ
かえ
て
、
藁大
ヨ
ッ
ト部

は
、こ
」
琵髭

々
上
に今
猛
練
習
の

翼
鰻甲
で
あ
る

一昨年
の
四
位
から
、
昨
年の
大
会
に

は関
掌
、
慶
隠
につ
壁
いて
晩
叢
悦
へ

せ
り上
つた
京大
ヨッ
ト
部は
、
去
る

七
月
甲旬
の
琵琶
湖
水
域
イ
ンタ
ー
カ

レ
ジ
ヂで
、
同志
肚
、
大
阪医
天
、
立

命
等
を破
つ
て見
出
漉
勝
し
↓今
年
こ

そ
全
國大
会
一位を
ー
」
と
、十
五
名

の
蓬
手た
ち
も
ます
く

翼
氣
ケン
コ

ウ
で
あ
る

還
く
胃
い夏
富
を
ずか
し
て
、北
方
に

輿
し
く比
良
の
町
姿
かう
かび
、
着
人

の
夢
をの
せ
て
艇は
走
つ
てゆ
く
…
…

髄
快な
漸
蒸
、
バ
ツと
浴
び
るし
ぶ
き

き
し
る帆
綱
、
な
るほ
ど
ヨ
ット
ζ
ぞ

夏
のス
ポ
ー
ソ
の雄
で
あ
る

少
い
が
熱
心
な
聴
衆

日彗

皐
、湖
の上
を
、
凄

き
れる
契
董
蓉
窪
璽

κ

座

京
大
で
行わ
れ
る夏
季
醜
座
は

膿

東
大
学
主幽
合
や有
信
会
(法
)

学
友
会
(交
)
、
映画
部
、
人

冒&
文
科
掌研
究
所
な
どで
あ
るが

大低
八
日
が
甲心
で
現
在飼
劇
し
て
い

る
のは
戯
研
、唯
研
、
民学
同
で
鰐成

けで
あ
る

姶
め、
新
艘
の窮
十
敦
堅
が予
溝
さ
れ

て
いた
が
、
また
ま
た
会崩
を
貸
す
と

か貸
さ
ぬ
とか
で
一も
め
、結
局
現在

では
本
鰭
の
第
三肇

で
行
つて
い
る

何
か
やる
と
き
っと
会
易
問超
で
ひ
つ

か
」
ると
は
、
物
まり
人
聞
きの
い
」

語
では
な
い
、
賂況
だ
つ
た
立大
の
フ

ァ
ッ
シズ
ム
舗
とく
ら
べ
て
取放
う
テ

ー
マか
hか
、
築
りは
あ
ま
り艮
く
な

い
、
とく
に
殆
ど
が東
大
学
生で
あ
る

所
を
晃
ると
宣
零
が
不十
分
なの
か
、

し
か
し鴨
裂
は
み
な鶉
心
で
しき
り
に

ペ
ン
を
毒ら
ぜ
、
終
つて
か
ら
の質
問

も
熱
心
で、
こ
の
方
が
翼味
が
あ
ると

は
一股
の
酔
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六
名
を
処
断
す

山
地
.小
川
両
君
は
放
学

構角
にわ
だ
つ
て行
わ
れ
北醐
蒼萎
員会
は
七
月
五日
{あ

た
え
ら
れだ
わ
く内
で
は翼
椙
を
つ
か
め
ない
」
と
いう
結

論
費
出し
て
解
敬し
た
が
、+
四
日
の垂

藝

で
は
懲

へ戒
婁
働会
の
農
置
を決
定
し、
開
㈱
期
日は
総
長
「任
と
い

う
形で
、
九
月
延期
説
等
の癒
測
も
あ
つた
が
、
+八
日
午

後
四
時よ
り
丑時
闇
あ
ま
りに
わ
た
つて
澗
嵐
駐で
懲
闘嬰

礪
会
蔚開
き
、総
員
の
鎧
聞し
た
処分
原
蝿
に
つ
いて
種
々

竃
亮
を
餐

k
コ
いに
処
分
の建
石を
み㍉
十
九
日の
午

後
留
爪
と
とも
に
発表
さ
れ
た、
な
お
総
昂は
十
九
日朝
総

艮
会
諭
のた
め
漿
上し
た
、萎
員
会
の
内
容に
ついて
は
口

止
め
さ
れて
い
る
ので
一切
　
明で
あ
る処
分
の
内
響は
山

地
勉
(軽)、小
川
利
舅
(農
)
聞
看を
放
宍

加
膿
敏
之

(法
)
、威
田漆
一
(法
)、小林
昌
一
(経
)
。
鍛
岡観
一

(医
)
の四
看
を
無期
塁

に処
ず
る
舅

し
た

全
学
の
反
省
を
鯨

過
般
の購
件
は掌
㈱
の
猷
町保
将
上
麓

過
す
るこ
と
は
酬硬
な
い
。.今
回
処
分

し
定
学比一は
い
ずれ
も
本駒
件
に
閥
連

し
て
とく
に
指
導的
役
割
をは
た
し
掌

生だ
るの
分
を
甚し
く
みだ
し
た
も
の

で
あ
り,
こ
れ
凌懲
戒
す
るの
止
孤
な

き
に
いた
つ
た
こと
は
ま
こと
に
遺
脳

で
あ
る、
本
掌は
正
当
な
る学
生
智動

を
塾圧
ぜ
ん
とず
る
も
ので
は
な
い
、

む
し
ス.高
い
知性
と
A[理的
方
法
を持

つ
た
四全
な
る掌
牛
渾
動の
発
展
を期

待
す
るも
の
であ
る
、本
学
欝

学
生

一同
は
深
く
反雀
し
、
帰致
協
力
して

明朗
な
る
掌
園の
翅
艘
に朗
い
努力
し

た
い
と楓
う

東
都
大
掌

行
勤
が
問
題
で
あ
る

井ヒ
掌
生
部長
訓

処
分
は
浦
則

に
鍵反
し
た
掌
虫の
行
動
その
も
の
に

　ついて
行
っ
た
もの
で
、
興塵
護
で

一あ
ろと
い
う
よ5
な
こ
とと
は
無
関係

で
ある
、
犬学
と
し
て
は艇
力
に対
し

て
はあ
く
ま
で
排除
し
て大
学
の
秩序

を
守
つて
ゆ
く
つも
り
で
ある

正
当
で
あ
る
と
思
つ

原
交
学
部長
談

今
回の
処
分
は正

当
で
あ
る
と思
う
、
掌長
の
諮
詞
に晒
・

じ
て
映
竃し
た
、
黎
園の
侠
序傑
掩
の

た
め
に
は
、ζ
の
際
圭鵡
の
ス
るの
は

ま
ず
い
と
思
う
ので
これ
以
上
葦
わ

な
い

か

交
舗
省で
は
躍
鞘
の薗
立
大
掌
に新
し

し
紀
が
、現
在
甲
央
から
の
指
令
がな

いた
め釆
だ具
捧
化
ず
るに
至
ら
ず、

目
下関
璽
毒

の
覇
の
調
査
を娩

意
雌
めて
い
るが
、
こ
れが
掌
校
側
と

か
新聞
の
報
道題
一方
的な
醐
査
で
あ

る
た
め、
学
糞

は
艶生
側
の
窟
見

を
も
謬考
に
ず
る事
を
申
し
入れ
、
当

局
は
これ
を
確
認
した

叉
甲
果
から
の
指
令が
あ
つ
た場
合
の

態
度
と
して
、
法
令逼
用
以
前
に関
西

掌
謹
の
褥配
局
と
藩
旧し
、
公
瀦会
を

開
い
て
学
生の
意
見
を聞
き
民
圭的
に

闘
題
を
処理
す
る
こ
とに
話
合
いが
つ

い
た

ズ

探用見込は牛数
ll摺1噂英資 金、苫 しいや りく りllll淵

軽
済
掌
部
同好
会

で
は
脅
英
賢金
問

題
に
関
し厚
生
諜

に扇
鯛
鶴取
を
行

つた
が
、そ
の
結

菓
次
の
こと
か明

か
に
さ
れた

本
罎
あ
襲

金
予
算
は八
ほ
九

千
万
円
であ
る
が

こ
れ
を
そ
のま
」

配
分
ず
ると
本
年

度
の
華
生
搬
用

人
肇

以
下新
制
中
学
まで
を
含

め
継
耽貸
興
番
を
除き
わ
ず
か
=百
五

十
名で
あ
る、
膏
英会
本
部
では
、
基

金
の
やり
く
り
や、
返
髄
延
朗等
の
方

法
で
資金
を
瑠
大さ
せ
、
を
國で
本
年

度
六
千
二百
名
搬用
の
見
込
み
禿立
て

た
か
、こ
れ
も
昨
年匿
探
用
人爵
一一万

五
千
名
に比
較
し
ほ
讐四
分
の
】で
あ

る、
こ
の興
掌
賢
金予
算
の
棒内
で
ゆ

く
と
、
束大
生
中
、本
年
罎
用
可能
な

人
働
は
、昨
年
の
約
千名
に
遠
ぐ及
ば

ず
、
二
百名
な
い
し
三百
名
位
とな
る

これ
に
対
し現
在
ま
での
厚
生
課
への

出願
書
は
一
回生
四
二九
、
二
回生亡

〇
六、
三
回生
四
バ、
四回
生
琶
に逡

し
てい

る

[

垂年
初
唄の

に
よれ

は、
一
回生
の約

隼数
が賃

興を
希
望しており、健鍛要轡は全学で千名を下るまいと描定されているおりかb、厚生謀では日本渚英会本部の本に瑚する幅時措置に從い、学校側の憩旋、興学生の申合せにより、既得轡(特別葵掌生二六、インターン九十、醤通漿掌生一一九九)より、一一百円見

難繍

当
の騰
額
申出
を
計
る所

訓互
罎制

を
奨
学生

に生
活調

査紙
を
手交

して
い塾

り甲
矢
代議

員会
を
解敬

させ
る
こと

計画

して
い
るが
、
これ

が巽
施さ

れ腫
る、
また
三
回生

既絹
轡
から

減額
し

がで
き、
叉義

員会
は自

らの

れば
一◎
=、
三
回
生の

賃輿
申謂

者
た
分
は、
三
回生

新規

凍用
轡に
の
み

解敵
、
甲執

委員
及
び各

委員
の任

免

五
八六

名の
約隼
数
(世

論醐
査
によ

し
か與

えら
れ
ぬこ

とに
なっ
てい
る

を過
隼歎

によ
り
ず
るこ

とが
でき

る

る希

望看
の約

五分
の一
)
が
搬用

可
た
め、

各回
生間

に給
費
上不

公卒
が

六、
甲央

代謹
員
会
は基
本
方針
、
予

能
とな
る
見込

みで
あ
る、
な
お
瓦譲

生ず

るが

、

藍

が
一

是し

て
お

算決
算、

各委
鱒
の任

免導
を映

溝し

制
につ
い
て
は生

活捧

の絹
蓮
によ

り
、
其他

種々
な手

続き
上、

やむ
を

甲執
委
はそ

れに
從つ
て執
行
ず
る、

り一
留に

羅ず
る
こと

も出
藁
ず、

帯
隙
と竈

⊇兇
解
を厚

生牒
では
と
っ

選挙
は
簿年

六月
に
行わ
れ
る

富惰

明瞭
化
のた
め
に、

厚轟

では

て
い
る

規
約
草
案
完
成
す

全
学
な
生
自
治
会
ε
改
称

丈 、

柵

去る
六
月
二十
一日
精成

鷺

ほとんー

・

自
㈲

して
規
約蒐
寓
を
ね
つて

いた
自
治
臼運
合
塗
備会
で
は
+
一日

}時
か
ら
鰻後
の
会
同
を行
い
延
々
八

時
に及
ぶ酎
譜
の
末
魅
に薄
鋼
を
完成

し、
十
石
日
には
正
式発
表
、
十八
日

には
交
化
、蓮
動
各
部代
表
と
の
厭談

禽
を開
く
遽
ぴと
な
つた
、
煎
鋼
の偶

子
は大
璽
次
の通
り
で
あ
るが
、
なお

葦
疑の
決
定
に俘
い
、今
後
名
称
を全

学
生々
自
治
会魑
備
会
と改
め
る
こ
と

」
な
つた

一、各
掌
部
、医
耶
、
三高
、
新
制
大

よ
り各
爽十
玉人
に
「人宛
の
代
譜
鍾

を
週
出し
て
甲央
代
譜
員
会
を儒
成
す

る
、成
立
及
び
融灰
は
遜
傘数
と
す
る

く事
務
局
長
お
よび
掌生
輔導
部
長を

聰く
こ
と
に
決是
を
見
た
が、
從
來
の

会
計課
お
よび
膝務
躍
は
取灘

、

掌
務課
お
よ
び今
既
新
殴
ヨれ
る
厚
生

課は
掌
生
輔
導部
長
の統
轄
に
入
り、

掌
生輔
導
部長
は
亀
務
局長
と
対
等の

地位
に
な
る

答貢
採
用
で
ケ
リ

厚
生麦
掌部
問
園
解決

大

棄
大厚
比麦
蕎

岡
は
、再

菓

審
春萎
員
会
の異
申
に
もと
ず

き、
四
日
、藁
大
臥
学部
敢
授
会が
嗣

か
れ
、
一、十
三
名
の生
雄
を
搬用
、

二、
庄
司
院長
の
孤簸
、
三
、
木原
導

務局
長
は幅
岡
新
制
大掌
会
計
課撰
に

醐任
を
決窟
し
た
、
これ
で
四
月以
來

の事
件
に
けり
が
つ
いた
わ
けで
あ
る

事
務
励
長
、学
生爾
緬
部
畏
はず
べて

の國
立
大
掌
に新
農
され
、
そ
の甲
十

六
校
に
対
して
は
物
に
一級
事
務官
か

配
置
さ
れ
る予
定
で
あ
る

〃
良
識
の
躁
踊
だ
"

共
聞
側
挿
明
書
鞘
表

処
分萎
双の
團後
、
新
聞
記
脊室
に
現

れ
た共
騰
の
山
地看
等
は
「これ
は
、

國
鉄
の闘
撃
蚕
鱒
を鰍
薗
した
吉
田
内

閣
の狂
鱗
政
治
のあ
ら
わ
れだ
」
と
語

り
、何
時
もと
変
ら
ぬ
元粟
な
醐
子で
、

東
大
共
闘
の声
明
交
孫発
表
し
た

(轡
明
π要
旨
】
こ
の処
分
は
大学
の

柵
力
を
渥
る
}剖
の人

が々
、
いか
に

掌
園
葎
フア
ツ
シ
ヨ化
し
つ
、
ある
か

存
物
糖
るも
の
で
あ
る。

一、
処罰
を
灘
と
し
た
劇
査秀
ず
ら

民
芋的
に
調
査す
べ
く
結
訥づ
け
た

も
のを
、大掌
当
局は
一方
的
、秘
密

裡
に処
分
した
も
の
で
あ
る

「
嗣萱
内
容は
恨
鋤
なく
不
明
で
あ

り
、封
建
印
描力
維
持
か
フア
ッ
シ

ヨ的
に
弼
行
され
た
も
ので
あ
る

一、懲
罰
の
根蜘
と
な
つた
賢
料
は
調

査委
で
否
決し
た
も
ので
あ
つ
て
、

学
生
の
匿識
と
基
本的
人
櫓
を
鷺
躍

,
る
も
ので
あ
る

て
こ
の
やり
方
は
吉
田
内
閣
同
慌

で
、
今
嫌
塞園
を
助備
せ
ん
とず
る

学
}識
職員
に対
す
る蛸
匡
で
あ
る

右
の
理
由か
ら
次
の項
目
を
かか
げ

全
掌
をあ
げ
て
闘う

一、
懲罰
の
撤
回
、
一、
民
宅飽
調
査

委
蘭
会
を他
れ
て
懲
鐸

会
な

ら
ぴ
に掌
捜
の曽
2適
及
一、
掌
内

の
欝訥
禦
会
の
目由
確
保

て
掌
内外
の
フア
ッ
シ
ス
トを
廻
放

せ
よ

な
お、
田
地
習
らは
「無
茶占
茶
な
処

分
は返
上
し
て
圃う
」
と
そ
の態
畦
を

明
か
にし
た

制
規
調
査
委
の
公
開
要
求

研
究
餐
有
志
、
学
良
と
懇
談
会

大

墓
く研
究
脊有
、縞
バ+
名

㎜

と掌
長
と
の自
治
方
試
を
め

京

ぐ
る懇
藝
は
・
+
六
旱

酬
十時
隼
より
工
学
部会
説
墨
にお
い

て開
か
れた

人文
科
学
研究
所
紀
鵯太
郎
氏
説
長の

も
とに
、
縄
論々
議
か
かわ
さ
れた
か

掌長
は
「発書
し
な
い
」と
弊
簿
した

のみ
で
終
始沈
駄
し
て聞
い
て
いた
か

大翼
次
の
ごと
く
決
謡し
て
正
午
酌会

した一、
新
目治
制
匿
に
つい
て
現
在制

現
調
甕

会
が
紗
けら
わ
て
いる

が
研
究
膚の
方
で
もこ
の
門
題
に
つ

いて
調
奪
委齢
会
を
診け
、
そ
の
窟

思
を魍
く
反映
ず
る
こ
と、
一、
距

翼が
出
褒
た嚇
合
、
一殿
職
鱒
、学

生
にも
公
開し
て
公
雲

互開
く
こ

と
[、
か
Σ
る懇
談
命
を常
搬
的
な

」㎜ 剛㎜1剛㎜

≡ 調 査 ≡

鵬騨91●鯛ll●9●酋"1臨柵匠

新
に
ス
ター
ト
し
た千

宥゚
百
二
十九
名
の新
制

東
大
生た
ち
の
、入
猷

に
お
ける
最
高
最低
合

格
点は
下
図
の
通り
で
あ
る

総点
】
=
6
煎
の
内
駅
は、
理
科

数
掌、
融
会
、國
醐
、
外國
劇
の
丑

課目
が
各
二〇
〇
点
ず
つの
計
}Q
、

O
O
戚
と
、そ
れ
に
週
性強
査
の
一

=0
点
か加
⊃た
も
ので
あ
る
、図

の最
低
合
格鰹
点
表
を見
る
と
・交

掌
部
、
敬
禽掌
部
の
汽九
〇
点が
鰻

下
位
で
あ
るこ
と
が
わか
る
が
、そ

の
甲で
も
散
育
学剖
の
五
九σ
点
は

瀞
初
の予
定
通
り五
〇
人
の合
格
書

を
取る
こ
と
にす
る
と
、鰻
低
褐
点

は
三〇
〇
点
位
にま
で
藷
ちて
、
他

学
剖
と
の
釣合
い
が
と
れな
ぐ
な
つ

[
鵬

い交
、 も

の
で
あ
る、
医
掌
部
の総
点
のみ

が
一三
二
〇点
と
な
つて
い
る
のは

理
科
が
他掌
部
で
は
二〇
〇
点
の配

点
を
四
QO
点
と
され
て
い
るた
め

で
あ
る

新
制
宙
芙
の
入
鱈
得
点

て
し
ま
うた
め
、
交学
部
の
最低
点

五
九
〇
点
に合
わ
せた
も
の
で
あり

こ
の
尺
膣
によ
つ
てふ
る
い
にか
け

た
結
禦、
結
局
五
Q名
の
予
窟で
あ

つた
合格
看
が
、
}五
名
に
な
つた

蕪
引
U

な
お身
体
輸
査
の結
果
は、
甲
、乙
、

丙、
丁
の
四種
類
に
分
け
られ
て
お

り
、甲
、乙
の
部
に入
つた
も
のは
、

合、
否
に
は
雛
閃係
で
あ
るが
、
丙

の
部の
者
には
合
絡
ぜ
しめ
て
も
休

掌
を
ず
」め
る
こ
と
に
な
つて
お

り
、
丁の
部
の
青
には
合
格得
点
で

あ
つ
ても
、
入
学を
拒
否ず
る
こ
と

ψに
な
つて
い
る

華
舗
格繭
舘駈

敢展経理文工医法

塗喬隻粂茎丞昊灸
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も
のに
し
て
鞠長
の
発
跨
を求
む

な
お
、懲
戒
委
員会
を
設
け
るこ
と
に

ついて
、
罰
査
委
の結
揃
を
震
し
て

一万
晒
に補
導
課
の頻
料
の
みで
礪罰

を
行
うこ
と
は
紺対
反
対
で
あ
る旨
申

し
合
ゼた

≡同学会 ≡

左
轟
系学
生
お
よ
び團
体
が
全
無こ
れ

に
参
加
しな
か
つ
こ
と、
何
よ
りも
こ

の
選
肇
にお
い
て酬
協
調
委
員
の第
動

が
桐
当行
わ
れ
た
らし
い
こ
とが
そ
う

さ
せ
た
ので
あ
つ
た
か、
選挙
の精
果

が
虻
表
され
、
七
月
二日
の
協
灘禽

会
確
備会
の各
ポ
ス
ト決
是
に
お
いて

右
り観
測
か当
を
耐
な
いも
の
で
ある

こ
と
を
明
確
にし
た
、劇
協
議
委
爵会

の漁
回
が
桐罵
持
ち
こま
わ
て
いた
こ

と
は
旗
掌
で
齢り
、
す
で
にそ
れ
を制

}す
わ
ば
傘
佑
を制
し
褥
ると
需
わ
れて

いる
最
嵐
趣
ポス
ト
が
、委
歯
長
滝川

一
(法
)
副
姿
い長
、
圏
村
(工
)
総
務

中央
尋
侵
(加膨
法
)
会計
同
畑
(群
)

の
躍と
し
て握
出
さ
れて
膳
立
は
侮
ひ

れ
て
は
い
た
か、
麺
時
(法)
の
ボ
ス

取
引を
排
し
自キ
的
民
弟的
遭
営
を
醐

調
す
る反
対
演説
に
よ
り粉
畔
さ
れ
た

の
であ
,
た
、か
く
て
滝川
委
員
長
素

は冥
現
ぜ
ず
、藤
村
か委
曼
長
、征
時

～か
全
嚢
國
の興
望
を伺
って
副
欝
長

に謹

し
、加
藤
、畑
の
ポ
ス
トは
七

の
ま
Σ翼
現
し
た
か、
婆
傾全
体
の
愈

向
は
、速
や
か
に全
学
生
の
意志
を
反

選
出方
甕

蔀
、
掌
校の
自
主
性

に
幽
く、
二
、
甲袈
軌
行
杢員
長
及
び

副
委員
長
、
総
務
(十
三名
)、
会
計

(
三)、文
化
(四
)、窺
動
(四
)臨厚
生

(
四
)各
蔀
萎顔
を
別
々
に週
出
し
計

三十
名
を
も
つ
て甲
垂

風会
を

構成
ず
る、
從
つて
リ
コ
ー
ルは
各別

々
に
い
つで
も
で
3
るわ
け
で
ある
、

三
各
掌
部
の
人
歎
に
比
例
して
予
算

総
務
、会
計
監
査
、交
化
、蓮
動
、厚
生

各
常
任賓
員
を
遡出
し
甲
執
委
の監
督

補
助
に
あた
る
、
その
他
逼
寛
に特
別

委
臼
会
を置
く
、四
、
全
撃
生々
大
会

は
千名
で
成
立
し、
過
傘
数で
識
決
す

る
、
五、
全
学
肉亀夫
会
の決
議
に
よ

統

一
性
に
欠
く

因
は
学
生
本
分
論
の

政
治
性

六
月
二十
八
、九
、
三
十

の
=目
間
に
識
5耀
挙
に

よ
り些
れ
た
回掌
会
賃
血

協
議あ
麓
会
は
、あ
ら
ゆ

る
(に
為
い
て耐
靹
四
協

謝
姿薦
会
の
カ
イ
ラ
イと
見
ら
れ
;節

が
多
か
♪た
、
ず
な
わち
文
、理
、群

三
掌
部自
治
会
お
よび
学
乱
臼
渤会
連

冨

饗
が
は
ぎ
・と
こ
の
塁
ホ

イ
コツ
ト
の竜
応表
示
をな
し
た
こと

ロ　ニほニロニニ
ロニ
ゆニ
コニコ

ロゑ
ニ
コニ

ニ

学

園

評

論

甲
甲「一一帰
=一幽7一二
■一一
=
,=
=
=胃=
一

準
和
連
動
へ
の

覗
角

「
も
う

=
曜
と
ケ
ー
ト
ル
矛
告
い
た

り
、
幼
い
子
供
樫
迄
頭
旧
を
か
む
つ
て

防
寡
簾
に
逃
け
込
ん
だ
り
し
た
く
は
な

い
」
こ
う
し
た
人
副
の
な

ま
の
縦
の
嬉

偶
、
嘩
り
め
な

い
生
へ
の
磁
畝
こ
・て
、

卒
漏
を
誕
ろ
基
紘
C
あ
る
、
諏
の
心
の

甲
に
も
あ
る
こ
の
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
ス
テ
イ

ツ
ク
な
蝋
騎
♂
愈

』
秤
組
軸
的
に
続
合

し
、
一
切
の
政
な
酌
蘇
力
や
威
圧
に
も

貫

尼

だ
け
の
軍
践
力
ヒ
瀦
μ
な
け
れ

ぱ
牛
印
那
圃
じ
、磁
臥
呑
な
洲
な
い
、
そ

れ
は
斧り
に
も明
白
な
常
蝕で
あ
ろ
う

マ
ジク
ス
・
ホ
ルク
ハ
イ
マー
外
八
人

の
肚会
料
掌
甫
か
ユ塞
ス
コ
費通
じ
て

発
した
「職
融
の原
因
李
和の
蕃
礎
に

関
ず
る科
掌
脊
の閏
明
」
の
甲で
とく

に
圧
目さ
れ
るこ
と
は
、職
畢
の
原因

が
群階
的
爪
挙
等、
不
安
定
に由
褒し

「人
か入
存
掩取
ず
る
」
肚会
紹
織
や

値
民
地的
楯
取
か俘
ず
るか
ぎ
り
李
和

の
輿翔
は
不
司崩
で
あ
る
と断
じ
、礎

2
て
「万
人
共逆
の
生
命
に本
聚
的
な

欲
求
」
存充
すた
め
に
は融
に
「蓑面

的
改革
や
孤
立的
餌
力
」で
は
なく
竜

会
融紬
や
「わ
れ
く

の物
の
考
え方

自傭
」
を
根本
的
に
変
藁す
る
恥
か肝

騒、で
あ
⊃
とし
て
い
る点
で
あ
る。
も

ち
ろ
ん
胤会
紺
縫
変
華の
キ
鯵
か何
で

あ
る
か、
饅
良
の政
治
形
態が
いか
な

る
も
ので
あ
る
か
に
つい
て
の契
つ
込

じ

ん
だ結
潔
出
され
て
い
な
いと
し
て

も
、理
実
に
展
開さ
れ
て
ゐ
る経
済
的

不
李
等や
物
笹
晒生
塵
條
件
が
「耶
幽

な
いし
國
家
閻
の繁
遍
や
侵略
を
助
長

す
る
」璽
喫
な
聖因
と
な
つて
い
る
亀

に
対ず
る
肚
会科
学
的
認
識の
必
幾
性

は
欝
を候
た
な
いo

し
か
しな
か
ら職
事
は
よ
り以
上
に
心

瑚
的
な根
彊
い詣
禦
を
も
つて
い
る。

一部
少数
の
政治
文配
者
の利
畝
のた

め
に國
民
の
心理
的
弱
点
に
つけ
込
む

巧
刎な
宣
嬉
に
よ
つて
職學
聚
成
の
世

な

サ

論
斎で
つ
ち
上
げる
事
か
疑外
容
易で

あ
つた
と
い
う冥
例
は
っ
い最
近
の亀

であ
つた
。
「職
事
の
多大
の
拠
審と

悲
劃
と
に
もか
Σわ
らず
次
の職
筆
に

よ
⊃
て
「需
け
よ
う
」と
し
叉
てれ
を

「囎
國復
興
の
寅嬉
に
兵
せん
と
す
る」

國
民
の
一部
や
こ
れ
を利
用
ぜん
と
す

る燃
動
政治
協、の
3動
に
は
とく
に
任

竜
を
は
ら
つべ
きで
あ
ろ
う
9

【撃

か人
聞
質
臼体
の
必
然的
爪
可

避
晒
結
果で
あ
る
轟
存示
ず
よう
な
い

か
な
る証
働
も
な
い
」
(潤名
A
項
)

「わ
れ
く
か
そ
の知
性
と努
力
と
に

よ
つ
て職
畢
々
防
止し
今
和
の墓
礎
喬

定
め
う
る可
窪

」斎
有
して
い
る
と

日
本
の科
掌
祷
の
蕎明
か
喫
して
い
る

の
は
多少
オ
プ
ア
イミ
ス
テ
ィク
な
児

解
で
あ
ると
は
いえ
、
職
畢は
必
ず
避

アけえら
れ
る
。職
畢
孫
防
止ず
る
た
め

の
瑛礎
かす
ぺて
の
國
民が
暴
本
的
入

榔
の陳
護
に
あ
るこ
と
を昨
年
十
二月

國際
柴
白
㌦ゴ回
総
会で
司
快
さ
れた

世外
入
権
の
質
「,̀が
明
かに
し
て
いる

た
"心
押
的
に基
本
胸な
比」伴
権
を愈

われ
二
よ
うな
恥
順
に冒
目
で
あ
っこ

と
は
最
も
恐
・∂べ
穿
牛翻
戦
嵐
の
壇
「

歩
C
あ
⊃
。
一九
f
∫年
、
ナ
チ
スの

公
伽し
た
一払
令
が
「共
都
覚
の反
國

聚
的
塾
力行
為
の
防
止」
を
[
異
とし

て
匝
民
の
基本
飽
機
利た
る
身
体、
住

居
の
目
由、
計
繭
・出
版
寧
会結
吐
の

自
由
轟
あら
ゆ
る
属法
の
薄
定
をす
べ

て
剃
彊
した
弟
を
想起
ず
べ
きで
あ
ろ

う
。
哩
殺
と鉢
趾
によ
つ
て奉
相の
破

壊
を
もた
ら
し
たも
の
は
こ
の
「
,、

に
対
ず
る無
祓
およ
び
侮
趣
」に
列
'

ら
な
か
つた
。

十
七
、八
世
允
の臼
然
的
謬想
乙始
め

て
近代
孕
相
舗
の基
礎
て
あ
}のヒ
占ー

マ
ニ
ズ
ムの
問題
を
砒
会
飽覗
野
に
お

い
てと
り
上
げて
カ
ン
ト
に盆
♪て
近

代
人
の
本
質
的
顧厘
た
る
「永
躯卒

和
」
への
催
λ
か即
念
的挙
和
キ
義
ζ

して
体
糸
づ
けら
れ
た
のC
あ
る
か、

瑚代
奉
和
揃
の躍
題
か
実
に
でう
した

押念
的
苓
相諭
を、
冥
践的
串
和論
に

鮒化
さ
ぜ
る亀
に
あ
る
。丁
腫
三
十血

年田
の
七
月
三十
一日
ジヤ
ン
・
ジ
ヨ

レス
か
倒
れ、
翌
八
月
一臼
佛
政
嚇が

対
拙
冠
職
伽告
の
挙
に出
ε
た
倭
、こ

の大
徽
の帝
國
キ
喪的
本蜜
を
耐察
し

た
ロマ
ン●ロ
ー
ラ
ン、
ア
ナト
ー
ル
・

ノラ
ン
ヌ、
バ
ル
ビ
コ
ス腸
ぽ
ユ
マ
ニ

アと
串
和
の擁
頑
の
た
めに
立
Lり
フ

ァッ
シ
ズ
ムの
嵐
が
須
るや
反
轍反
ノ

アッ
シ
ズ
ム大
会
を闘
き
、
労
働者
か

矧
膿
人
と罫
く
事
斎組
ん
だ
κ
もか
、

わ
ら
ず
勢一一次
大
職
の防
止
は
爪司
能

で
あ
つた
こ
と
は
訂憾
に
新
た
八所
C

あ
奄
わ
れ
く
は
、
近
代
人の
即
念

が
坦
翼と
な
る
た
めに
は
"識
入
の
卍

体
的
車相
照
動
か
鱈袖
と
の連
繋
に
よ

つて
國
内
飽
、
周際
胸
に
暇武
な
声
動

が
展開
さ
27
な
けれ
は
串
和も
自
由
も

武力
と
フ
ァ
ッ
ンズ
ム
の
酬
には
い
か

に
簸力
か
を
"
るの
C
あ
る。

闘際
連
合
か
拒否
砒
を
泣ぐ
つで
大國

聞
の苗
鼻
一致
力存
し
な
い限
り、奉

和
托螺
産
す
⊃翫
は
払
呵
龍
㌧あ
る
直

いう
翫
実
り
車印
の
本
籔
力機
悔
よ
り

も階
級
へ
の
提
轟た
あ
;と
い
う
この

間
の恥
簡
斎
物劇
つて
いる
。

彫職
後
四
年
を群
た
今
日
日本
人
の
準

和に
対
す
⊃
灘職
は
旺
歩し
た
で
あ
ろ

う
か
、
A
紐
被告
の
犯も
だ
人
道
と文

明
に
対
ず
る漁輩
嘔な
行爲
を
批
判
ずる

爾
な
く
死
刑肉
の
脳簡
に
セ
ン
チな
同

情
と
嵐
啄し
か
見
出
せな
い
と
した
ら

決
し
で
旧断
憾
ね
らな
い
o

職
犯
肴
た
ちの
「お無
持
}
で
「永
久

本
柚
へ
の占
」か
数
へ
られ
そ
れ
で「卒

和
」
が
「発
射
」出
褒
た
簿
と考
え
る

青
が
ペ
スー
セ
フー
義

もる
入
謹

の
す
べて
て
あ
る
とは
考
汽
りれ
な
い

と
し
ても
、
準
和は
彼
方
に
あ
つて
、

そ
れ
を
「発
馳
」ず
ゐ
め
では
な
く
、

わ
れ
く
自
身
の網
店
し
、璽
き
上
げ

る
む
ので
あ
る
こと
を
銘か
ずぺ
き
で

あ
ろう

学
生
巣
西

歯垂
睦
上養

蓮
盟
で
は
、聚

対
抗
競
伎

る
八
月
+四
日

よ
り
山形
市
に
お
いて
東
西
睾
ゴ対
抗

陸
上
競
技大
会
を
開鰯
ず
る
が
、京
大

測
動
部
にお
い
て
も
、こ
れ
に謬
加
す

る
こ
と
にな
り
、
左記
の
六
名
か西
取

の
代
表
とし
て
出
席
す
るこ
と
に
定

つた
甲
井
蕃夫
(西
頭
季將
)
和
泉久
、
泉

#
璋
八
、川
本
高次
、
二川
秀夫
、
山

本
弘
「以
上
六
碧
と
め

な
お
こ
の外
西
瞭
では
武
田
槽
(関
学

マネ
ー
ヂヤ
ー
)
ス江
則
昭
(浪高
)

松
本
渚
和
Ω騨
締
大
)
三末
昭
三郎

(関
学
)岩
崎
茂
夫
(関
大
)
村山
治

輿
(立
命
大
)
佐
π
畷昭
(熊
本
医

大
)
加
藤
溜
(和
統
曜
)西
田
唆
天
r

(同
大
)
高川
廠
璽
(名
大
)
の諸
看

が
出
届
ずる

輌

ー
陰一

お
知
ら
せ

皿

叢

歪

舞

宅
月
+
八
臥

附
)
本紙
は
頃
白
三十
三
興・とな

つて
おり
ま
す
が
、正
し
く
は第

百
三十
二号
で
、本
号
(八
月
「

日
附
)が
第
百
三十
三号
で
あり

ま
す
から
、
御
齢
承下
さ
い

}休
朔
七
月
二
十
玉日
号
は
更休

の一み
のた
め休
刊
いた
し
ま
し
た
、

八
月
甲は
一日
号お
よ
ぴ
廿
二日

廿
九
日合
傍
号
を発
行
す
る
以外

休
刊
いた
し
ま
す

策
都
大学
新
聞
肚

「

昌3
■卿富3
●33
3
,呂
3
一8
3
803
,隻否

雷一冒
38
=
轟3
一〇
3
3=
一=3
一一3一3
塁一一一8昌
3
一葡呂
零3
=
33
一39i

映
せ
る自
治
機
鰺の
確
立
と
いう
当
初

の
課題
に
向
つて
お
り
醜委
員
会
の勘

向
とは
全
然
別個
に
む
し
ろ七
月
七
日

の
「御
用
的
エ
ゼ自
治
の
排墜
」
を
骨

子
と
す
る
画
明発
表
に
児ら
れ
る
ご
と

く
、多
分
に醜
委
員
会
に対
し
て
批翔

的で
あ
る
。

脅
英
資
金

・
二
千

と
零
と
の
ち
が
い

臼
分は
新
規
に
寮、掌
生
を
心碇
し
て
い

る
一回牛
で
あ
るか
、
志
呂者
か
数
娼

に
及
んで
い
る
ので
卿
用
は覚
栗
な
い

と
の
こと
て
め
る、
厚
生
課の
万
で
も

な
るぺ
く
多
く鞭
用
出
巫
るよ
う
に
以

銅
か
りの
塁
生
の
分
を
少し
ず
つ
剛

滅
して
融
通
ずる
よ
う
にし
て
い
る
か

こ
れr
対
して
、
非
偏
r硬
対
か
お
き

て
來
て
い
るよ
う
て
あ
る

もち
ろ
ん
自英
負
を
の紳
対
翻
を
囎ず

よう
に
蓮勤
し
た
け
れは
な
り
な
いが

、
し
か
しわ
れ
わ
れ
拶
出
・,有の
立

扇
か
り
訳う
と
、
われ
わ
れ
に
は、
た

と
尺削
敵さ
れ
て
も、
千
な
に
かし
と

零
と
は
大と
掘
の闘
き
が
あ
る
ので
あ

つて
、
この
同
じ
よう
に
囲
つ
てい
る

脅
趣
のた
め
に
、
艀.廊
漏
は
少
しの
不

自
由
(実
陽
そ
れは
婿
に
比
べ
ると
非

常
に
慰
まれ
て
い
る)
は
忍
んで
く
れ

て
、
も
いと
い
う氣
か
す
る
ので
あ
る

}、
そ
も
そも
わ
れわ
れ
が
、
今
まe
賃

興
を
炭
けて
い
な
か
つた
の
は
、困
ら

な
か
つ
たた
め
e
はな
い
の
だ
、む
し

ろ
肝構
者
の中
に
も今
ま
6
制
限
か縷

か
つ
た
た
めに
、
さし
て
困
り
な
いの

に受
け
て
いた
者
か
ある
の
か
累寅
ぐ

あ
る
(経済
学
部
[回
生
N
)

(く
の
他
にも
同
箴
の趣
旨
の
投督
か

「多
敏
あ
り
まし
た
か、
紙
面
の奨
Uに

よ
り
、
割愛
い
たし
ま
し
た1

編
纂

＼

部
)詐

欺
に
か
け
b
れ

た
減

額
願
」

ぼ
＼澤
は
人
字へ
入
つ
たか
り育
英

費
争
かふ
えで
、少
々
鳳
が
つけ
る
よ

う
ビな
}」だ
ろう
と
斑
んC
い
た
、
ず
}

・
嚢

4
嚢

r
・ぴ
♪け
・⊥

て
、賓

"囲
つて
い
る同
学
の
人
垂

r
僅

か
ず
つ
で
も
割
い
て
や
つ
て
く
れ

一

と
い皐

・あ
だ
・
響
は
疑
虫

=
昌
典

田し
た
、
それ
か羨

し
一

あ
る

しか
し
即
か
V
つて
なら
ぬ
こ
と
カ
「

つあ
る
、
寺尾
さ
ん
の
その
時
の話
で

は
、こ
れ
は
東大
の
甲
だけ
で
内
し
よ

・に
して
や
る
もの
だ
と
いう
こ
と
だ
つ

た
、し
か
し継
齢
医
用
が決
定
して
、

聾
研を
し
に行
く
と
、
何と
鶯
い
た
こ

と
に、
臼
本
南藁
套
瑠
事長
宛
、
騙獲

継長
ず
い
せ
んの
「滅
韻願
」
な
るも

のが
、
チ
ャ
ンと
印
刷
衷で
し
て
ほく

の
手に
渡
つ
たで
は
な
い
か、
こ
れじ

や体
の
い
い詐
欺
だ
、
事務
嵐
艘
に
つ

め
よる
と
、
「万
[國
家
予簾
が
ふえ

る
こと
か
あり
ま
し
た
ら
、圏
ち
に元

通り
に
して
上
げ
ま
ず
」と
い
う
、ア

テ
にな
る
もん
か
、
仮
に予
算
か
ふえ

た
と
し
て
も
、元
通
り
にな
る
まで
に

は
ー

お役
所
仕
事
だi
i
数
カ月
か

」る
た
ろう
、
ほ
く
蓬
の身
の
上も
考

え
て
も
りい
た
い
(一面
生
山村
喫
)

こ
の
第
五委
便
会
は
もち
ろ
ん
あく
ま

で
改
書

会
と
して
京
大
全学
白
治

と
し
て
の同
学
会
の改
紹
を
使命
と
す

る
も
ので
あ
る
か
、そ
の
限
り
にお
い

て
從來
の
委
樋
会
のご
と
く全
体
的
な

凍
と
まり
かな
く
、各
委
優
はら
く

の
改
組に
対
す
る
意鬼
創
負
を持
つて

お
る
こと
、
そ
れら
か学
生
の大
義
名

分
揃
によ
る
非
政治
的
な
る
一種
の
道

譲

によ
つて
シ
えら
れ
、
いち
じ
る

し
く政
治
性
を
弱
めて
い
る
こと
に
よ

つ
て、
輿
行
力
の稀
薄
さ
か、
そ
の
呼

考
す
る数
々
の翼
勢
な
ス
ロー
ガ
ン
の

轟
籠
麺
鱗
舞
齢

の色
彩
は
保
持
さわ
て
お
り、
左
萬
系

で
占
めら
れ
、
岡じ
く
を
学学
些
自
治
一

霧

の霊

を島

畜

黎
馨

竺

　「朧
会と
、
あ
い
容わ
な
い
こと
は
明瞭

で
あり
、
こ
21と
の
潔

をい
か
に
処

理す
る
か
は
、次

F
取
編り
の
彊化
「

さわ
つつ
翫
る掌
雪
運
動遊
行
士
の大

きな
問
題
と
して
特
朱
に残
さ
れ
てい

る
(解
説
)

新 峯
教 言育 皇

論轟言

茄継

罷

論
緒
鴇
號
艀
慰

郷
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円

相
対
性
理
論
序
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途
料
二〇
円

駕
藤
灘
儲
螺
轟

難
難
話窮

加

藤

疋
葛

弁
証

法

の
探

究
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鰯
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魏
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世

界
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声
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oo㎜
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謙
難

馨

朧
羅

嬉

欝
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醇
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井上

漕
響

躍
瀬
融
止
蟹

婆
㎝
徹塾

赤
岩

栄糖

相
沢
秀
一著

河
上
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轄

換

期

の

「自

由

」

↓
贋
く
全
人
類
の
た
め
に
ー

〆

末

川

畠
の
輩

こ
う
い
つ茱

う
3
と
錠

るこ
と
藁
ず
。
ず
な
わ盤

課
題が
與
穴
られ
た
の
だ
が、
い
つ
た

い
変質
ず
喝
よう
な
自
由と
い
う
も
の

が
あ
るか
ど
うか
が
、
先
ず疑
問
で
あ

る
●
とい
う
の
は、
自
由
と
いう
慨
念

の
多
纏性
の
ゆ
汽
にへ
また
自
由
と
い

う
も
の
のイ
デ
オ
ロギ
ー
とし
て
の
性

絡
の
ゆ云
に
、
自由
そ
れ
自身
の
変
質

を
問
題と
ず
る
ごと
き
は
、あ
る
い
は

不
可
能だ
と
い
わね
ば
な
ら
訟か
も
知

ら

れ
な
いか
ら
で
あ
る。
し
かし
、
ま
た

他
方
か
らい
え
は、
わ
れ
われ
は
境
に

輿
践
の貴
鼻
に
お
いて
好
んで
自
由
と

い
う
胃
葉
を
つか
い、
久
し
い間
の
自

由
を
さ
けん
で
聚
て
いる
の
であ
る
か

ら
、
自
由は
人
間
の生
活
豊

に開
し

て
現
冥
的な
意
味
と内
容
を
有ず
る
も

の
で
あ
る
と理
解
され
隅
る
ので
あ
つ

て
、
そ
の限
り
で
は
、醤
渠
の
ずδ
ん

さ
は
め
る
にし
て
嚢
自
由
の発
展
飽

な
変
質
と
いう
よ
う
なこ
と
を
者え
て

み
る
の
も
、あ
な
が
ち
肝さ
れ
ぬわ
け

で
は
あ
ろ
ま
い。
も
つと
も
、
意志
の

自由
の
問
題
や決
定
諭に
対
決
を
ぜま

る非
決
足
舗
にお
け
る自
由
の
問題
の

ごと
き
を
鈎掌
的
に
考察
ず
る
よう
な

こと
は
、
む
ろん
こ
こで
私
の
よく
な
.

し衛
る
と
こ
ろで
は
な
い。
こ
こで
わ

れわ
れ
は
自由
の
柵
念
を現
実
が規
定

す
るも
の
と
して
、
少な
く
と
も現
実

を通
し
て
頬定
さ
れ
るも
の
と
して
、

界
史
的発
展
の
全
閾運
に
お
い
て、
法

則
整

豪た
構
店
晒に
生
み
出
され
膏

て
あ
"
られ
た
も
のと
し
て
、
自由
の

概
念
を押
渥
し
な
けわ
ば
な
ら
ない
。

し
か
し
それ
に
し
ても
、
な
お
そこ
に

}は
い
現
実の
い
か
な
る特
殊
性
を贈
じ

一ま
た
い
かな
る
田
観
の偽
と
に
、現
実

一噛的
な
も
のと
し
て
の
臼由
を
調
職ず
⊃

㌍

い
うこ
と
か
冨
と
な
り
・從
つ

}て
臼
由
に
つい
て
齢
る人
闇
の
砒会
的

存
在
と
して
の
性
格
かと
り
あ
げら
れ

一ね
は
歳
ら
な
いζ
あ
ろう
。
し
かし
て

ロ

う
い
う
こ
とへ
の
論
及も
こ
の
小稿
の

た
貞
鶴
⊃
と
ころ
で
は
獄い
。

元
聚
、
臼由
は
拘
束
に対
立
ず
るo

だ
〃ら
目
円は
元ず
徊弟
か
ら
の
解放

を嵐
味
し
、現
猷
打
破
の葱
蝕
を
と
も

なう
。
し
かし
解
放
や
現
臥打
破
の動

か
よ
う
に
人間
性
脚
自に
目
由
があ
る

とず
る
者
えは
、
人
間は
ず
べて
穿
れ

なが
ら
に
して
目
由
であ
る
と
いう
よ

う
な
自
然
法掌
的
な
表現
斎
も
つて
、

これ
ま
で
添
のよ
く
口
にず
る
と
ころ

であ
る
。

自
由
は
、
石の
よ
う
に、
てれ
自
身

にお
い
て
脇極
的
な
意味
をも
ち
なが

ら解
放
を
留
と
ず
る。
そ
こ
で
、自

由が
具
体
的
にと
り
あ
げら
れ
て
実践

の轡
界
で
問
題と
ぜ
られ
る
揚
合
に
は

剛
に政
治
飽
な性
格
を
に
なう
こ
と
に

な
るo
ず
な
わち
先
ず
現欺
を
維
持
し

て
拘束
を
つ
づけ
よ
う
とず
る
者
と
現

歌
を打
破
し
て解
放
を
駅
める
看
と
の

対
立が
あ
め
、
◎が
て
ま
たか
ち
と
る

こ
と
を爵
た
自
由
を守
ろ
うと
す
る
人

間
活動
が
展
開
され
る
と
いう
風
に
、

自
由
を
めぐ
つ
て
の畢
い
は政
治
性
を

お
び
て人
類
騰
史
の大
き
な
一面
を
形

成
ず
る
ので
あ
る
。
そし
て
それ
は
他

面
か
ら
いえ
ば
人
間
性の
否
定
と
村驚

と
の
畢
いの
歴
史
で
もあ
る
。

か
く
て、
わ
れ
わ礼
は
自
由
をそ
の

存荏
の
歴
史的
性
絡
に
おい
て
みな
け

れば
な
ら
ぬ
ので
あ
つて
、
歴
史
を超

穴た
絶
対
的な
も
の
とし
て
こ
れ
を観

一念
する
よ
うな
錆
覚
に
お
ちい
つて
は

な
らな
い
●と
こ
ろ
で
、歴
史
は
入間

竜会
に
お
け
る霜
動
の
法
則に
從
つて

一変
輯の
原
因
を究
明
ず
るご
と
き
は本

講
躍

鐸

蘇
馨

黙

π
その籏

およそ愈

の肯

一定
され
て
い
る者
と
人
間性
の
否
定さ

}

れて
い
る
者
との
間
に
おけ
る
対
立を

僚
動力
と
して
踊

され
る
の
で
あ
る

か
、後
者
か
臼由
を
か
ち
とる
と
、
こ

ん
どは
てれ
捉守
り
現
欺を
維
狩
ず
る
[

た
めに
桐
束
を
つく
り
出ず
ζ
と
に
な
一

霧
襲
脱麟
鱒
麸

由
が期
八(
盤の
上
に
発膜
でざ
る
を

麟
鶴
締
饗
藍
鞭
墾

る
。
そ
し
て
全
人
類
か
ず
べ
て
解
放
さ

カ
て
ひ
と
し
く
人
悶
性
を
物
宗
さ
わ
る

世
の
叩
か
出
久
た
八
ら
は
、
そ
の
と
ぜ

は
、
自
由
を
め
く
=
抗
承
は
あ
と
を
た

つ
で
あ
ハ.汽
け
わ
ど

も
、
-てわ
は
い
つ

の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
わ
r
し

て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
過
去
の
歴
中
に
お

い
て
は
、
お
為
ま
カ
r
い
っ
て
、
岬

(

ロ

宗
激
)
か
ら
の
メ
規
の
曝
敏
と
か
、
封

理
的
舷
し
つ
こ
く
か
ら
の
個
人
の
解
放

と
か
い
う
風
に
、
自
由
は
入
間
性
の
あ

る
部
分
に
つ
い
て
の
燦
敵
と
し
て
晩
次

に
か
く
碍
さ
わ
て
來
た
の
で
あ
つ
て
、

そ
の
た
め
に
い
う
と
こ
ろ
の
自
由
職
質

蟻
的
に
変
っ
て
楽
た
の
で
あ

」
り
だ
か

ら
あ
る
段
階
に
'お
い
て
臼
由
を
力
ち

潟
た

人
た
ち
か
、
そ
の
自
由
を
目
己

の
た
め
の
挾
い
塊
地
で
守
ろ
う
と
す

る
と
さ
に
は
、
そ
の
人
た
ち
は
さ
ら
に

匿
い
境
地
て
別
の
詑
階
に
お
け
う
自
由

を
畝
取
ず
⊃
人
た
ち
に
対
し
て
現
欺
維

持
の
保
守
的
な
立
場
に
立
っ
こ
と
を
余

優
な
く

さ
れ
る
の
C
あ
る
9
た
と
・ス

は
、
自
由
キ
幾
振
済
の
篇
盤
と
な
る
よ

一
う
な
性
矯
存
も
つ
て
か
く
帽
さ
れ
た
近

世
的
目由
か
やが
て
そ
の度
対
物た
る

独
占
に轄
化
して
、
さ
ら
にそ
れ
に対

ず
る現
代
的
自由
か
問
題
ご
ぜら
れて

い
る
のは
ぞのた
めで
あ
り、
ま
た
か

つ
て禦
部
の
独
諏的
蜘
圧
に河
し
て
識

会
て
95か
ん
にた
た
か
つた
目由
人
か
,

今
日て
は
か
え
つて
　般民
裟
の自
由

、詑
抑
圧す
ろ
政治
四
役
劃
げ複
ゴる
こ

と
に
.仏つて
い
るご
と
き
も
その
た
め

で
あ
る。
か
よ
hに
し
て
、自
由
は
没

階
召お
hて
斌
的
にも
質
的
にも
発
展

し
袈
化
し
て
や
渓
な
い
。
け
κ
し
目
由

は
大
⊥
の
も
の
で
も
な
け
れ
は
歴
史
搾

ヰ一起
越
し
だ
醐
対
の
も
の
で
も
な
く
て
、

実
に
こ
の
地
上
の
も
の
と
し
て
肚
会
的

俸
史
的
に
制
約
さ
れ
た
人
間
の
も
の
こ

し
て
の
み
存
在
3
る
か
り
て
あ

ゐ
。

自
田
を
凝
ず
⊃
。
そ
れ
は
人
嗣
性
副

自
の
醜
水
で

帥゚
る
。
た

か
、
自
由
鳳
そ

}

一

.れ
を
些
み
r
て
う
八
聾
に
お
い
て
、
と

一こ
に
歴
堪
を
に
な
い
歴
史
を
形
威
ず
る

無
難

曄麓
蘇

陛
看㎝の簿

灘
立黙

靴

1

φ

難
鱗
綱灘
墜

一は
・
こ
庭
訟

薯
は
目
由
の誌

的
変
宣
を考
雪
て
笛
によ
り
多
く
の人

聞
の
た
め
の
目由
を
、そ
し
て
人閥
性

を
舎
宗
さわ
て
い
る
多く
の
入
曇
の
目

一由
を
希
家
し
以け
れ
は
なら
舷
い。
そ

は
、
引
賜番
た
ち
ハ凝
コた
く
雛
つた

　杜
会
組
献
の将
殊
鳳環
垢
の
頗で
数
脅

τδれ
、
醐制
的
に
あ
る鋳
型
に
は
め込

彊
響
灘
脚難

一芯
いて
な
が
める
よ
う
にな
れ
は
「強

一製
艶

イプ
オ¥

⊥
は
や
かて

解
体す
つ
に
遍
い
絃い
こ
と、
を
出
駅

る
たけ
剛
戯陶
にク
ロ
ー
ズア
ノ
ブ
し

て
兜
ぜる
こ
とで
あ
る
。鯉
余店
ら
し

レ

ー

ニ

ン

狼
狽
し
た
歓
迎
舞
ム呈
双置

吉

「廿
ヴ
ィ
ル
ル
の
右
ヰ
」
か
ス
ペ
イ
ン

か
ら
は
る
は

る
日
本
へ
や
つ
て
架
て
、

皿泉
人
の
頭
をや
讐

な
・
回
した

時
、
私
は
、
も
」
,
レ
ー

ニ
ン
の
一睾

」

が
や
?
て
楽
た
と
し
た
b
へ
ど
ん
な
こ

と
が
起
る
た
ろ
う
か
、
と
箆
想
し
た
。

依
轡
は
牌
つ
た
よ
り
も
皐
く
現
卑
化

一
し
た
。
そ
れ
は
ナ
ホ
ト
カ
か
ら

や
つ
て

一

・毯
↑顧

師
難
%
璽

一ら
し
い
か
↓
レ
ー
ニ
ン
の
左
乎
」
は
生

き
た
、
た
く
ま
し
い
、
一筋
金
入
り
」
の

も
の
だ
つ
瓦
。
そ
れ
も

一
本
だ
け
ガ
ラ

一ス
張
り
の
響
冶
k
入
れ
ら
れ
て
い
ろ
の

で
は
な
か
っ
た
。
ム
キ
出
し
で
、
し
か

も
八
千
本
て

や
つ
て
恥
た
の
だ
。

八
手
本
の

「レ
ー
ニ
ン
の
左
手
」
は

の
左
手

却饗
裡
韓
詐

算
ピ
あ
ふ
わ
て
、
貝
亨、2
か
ら
に
た
く
ま

し
く
、「四
年
間
の
捌
留
生
活
」
か
ら
酬

村

正

一

郎

露

禰

な幽
い
か
げは
、・、に

台風
のよ
う
に
日本
を
引
つ蟹
♂
回
し
花
束
や哉
郷
の
風峯

眞
や
歌鵡
田
'
曽

た。
と
・
ろ
で
・い・
は
岸

の
呈

募

罪
動
委

ス
キ
を
かけ
盈
ロ

あ
とか
ら
束
だ
九万
本
近く
もや
つ
て
一の
「団防
婦
入
会
」そ
つく
りの
お
は

孫
る
ので
あ
る。
私
も
い
さ
」か
誕
じ
一さ
ん
た
ちの
、
趣
同
存こ
らし
靴
歓
迎

な
い
でも
な
い
が・
そ
れ
より
も
、
政
㎜の
鮮
台
躰圃
は
鼠
るで
役
に
立た
な
く

吟
や
國民
が
四
を突
か
わ
て、
あ
わ
て

ふ
た
め
いた
の
も
蝿理
は
㍑
か
つた
。

◇

◇

一
霧

者た
ち
が
ホ
ロ服
を
ま
とい
、

い
喫
余店
か
二軒
し
か
な
いと
い
う
栗

嘱

の町
垂

た
内
外
二白
入
の
新

栄
噸
失
調
にや
つ
わた
藁

の
獄い
顔
一の
鉱
族
の対
面
の
メ
ロ
トラ
マ
を期
特
一

一

一齪遜
肇
晦

ー
ド
が
も
の
悲
し
く
吟
る
羅

朗
の
陶

を
・
引
楊
者
た
ち
は

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

な
つ
た。
肝
心
の
役春
た
ち
か
こち
ら

の
筋
湿
通り
r
芦
居
をし
て
く
れな
か
一

}っ穆

難

ガ

引揚墓
二

を
し
て
鉱
つ
て
張
た
の
た
つ
た
ら
、
何

し
て
い
た
の
た

か
、
こ
れ
も
と
う
や
ら

も問
題
は
起ら
な
か
つた
で
あ
ろち
。
当
で
か
外
れ
て
し
ま
つ
疋
。
そ
う
い
う

一　称

助
場
も
い
く
ら
か
は
あ
つ
た
の
だ
ろ

う
か
、
そ
れ
を
と
ら
え
る
の
に
は
愕
か

折
れ
た
。
㎎
纒
キ
黄

」
は
と
ろ
に
も
な

濤

いこ
と
雰
ミ

饗
れ
募

一蔭

奎

つ
しか
な
か
つ
た・
名

林昭 辰三郎 蟹
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さ
き
に古
文
化
叢

●耐
会
的
瞬境
の
下
にお
い
て
鶉察
し

刊
中
の
一朋
と
し
て
た
も
の
で
あ
るo

「日
本
演
劇の
圏
塊

ず
ぐ
に
者者
は
、
昭
相十
一年
粟都

獲
鱗
犠
羅
論
瑠
旺蕊

き
「か
ぶ
き
の成
立

暫
0、
慣
劇
の分
野
に
通早
く
研
究の

=
を
今圓
公
に
した
。
前
者
か
日本
の

嫌魏鶏

雛講

ー

と
い
うこ
と
を閥
圃
の
起点
と
ず
る
な

ら
は、
人
聞
性
削自
に
自
田が
あ
る
の

だ
から
、
転
われ
て
い
た人
間
鴨
を
と

り
もど
し
κ
と
ころ
に
自
由が
あ
る
と

い
うこ
と
ひで
冒る
で
あ
ろう
・
なお

う
性
質
・組
織
。場
所
の
二つ
の踊
点

に
立
つて
、
日
本
糖能
な
い
し演
劇
か

.あ
る
の
r対
し
・後
番
は
こ
Σ
にお
い

て
は
揚
に劇
ず
に
艶ら
な
か
つた
各
柚

塾
能
の個
別
的
研
究の
一っ
とし
て
、

ノ

先
ず
歌舞
伎
の
成
立と
い
う
問題
を
と

り
あ
げ、
こ
れ
をぞ
の
歴
史的
な
胃景

　一
歩
を
総
め
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
後

さ
に大
掌
翠
黎優
に
お
け
る署
青
研さ

[ん
の結
晶
C
あ
るど
凌
知
るで
あ
ろう

著
誉
か
卒
巣
踊文
を
〆の
出
発
点と

して
、
経
贈
この
分
努
の
喫恥
に
対
処

して
榮
た
一戦し
た
宣
場
は、
従
頻
の

演
劇
密好
番
や劇
史
疲
の
類と
は
、
先

ず
こ
の方
法
を
曳に
し
て
い
る。
ずな

未
開

拓

の
分
野

に
挑

む

ー
捉
え
ら
れ
た
歴
史
的
背
景
ー

小

倉

親

雄

発
表
し
た
省蒔
・
雨文
はそ
の
数
か纏

「しい
た
け、
礎
って
萬
た瞬
究
の
対象

分
野
も
闘
鯉多
岐
に
見
つて
は
い
る
か

お
の
ず
か
ら
衷た
そ
れ
ら
の中
に
あ
つ

て
も
こ
の分
野
に
属
ず
る
もの
か
相
当

数
を
占
め
る結
衆
と
な
り、
こ
れ
ら
の

諭
考
に
綱し
く
接
し
、
著者
り研
究渦

程
を矧
悉す
る者
は
、
この
両
潟
がま

わ
ち
召
者
は
隔
に
日
本
演
劇
を
七
の
同

辺
釣
な
問
題
か
ら
瞬
証
的
に
石
嘱
し
て

行

「
と
バ
ら
謹

葎
と
り
、
・で
の
本
画

を
飽
く
ま
ぐ
嘱
耐
会
的
取
基
盤
に
お
い

て
梶
え
よ
う
と
し
て

娘
λ
の
C
あ
る
。

一
㎞
占
か
為
く
部
倒
冷
れ
獄
け
わ
ぱ
隷
ら

一
な
い
滝
味
は
こ
」
r
あ
り
、
読
肴
の
関

心
を
張
く
種
さ
つ
"
⊃
所
在
も
、
こ
の

よ
う
に
し
て
健
坐
の
研
売
に
対
し
て
新

し
い
方

同
を
曝
え
、
門
題
の
本
笥
に
追

層
り
碍
る
鍵
斎
,砿
示
し
て
い
る
点
に
か
る

と

q
え
よ
ら
。

一

「
か
ぶ
さ
の
成
11
」
は
、

〆の
先
行
艶

誕
趣
磐
難
劉
錘

ら
節
斎
起
し
、
次
い
で
歌
舞
極
の
成
V

}

蘭
朗青
た
ち
は、
ぞこ
で
鵜の
目
曜
の
一

目
てレ
共
研
和
搾小
め
るた
.めに
駈
け
一

回
る
よう
な
こ
と
にな
つた
わ
け
た
。

◇

◇

あ
る
カメ
ラ
マ
ンは
若
い
引賜
番
の

一人
を
佛挺
の
前
へ連
わ
て
行
つた
。

解
皿
の前
に
割
く
その
㎎
動
的な
殊
勝

な
姿
を
スナ
ク
プ
ず
るた
め
だ
った
。

カ
メ
ラ
マ
ンの
作
爲的
砿
愈図
に
氣

つ
い
た
甫年
は
腹
を
Mて
、叫
んだ
。

「お
れ
かな
ぜ
佛
撫
を舞
ま
な
けれ
ば

な
ら
な
い
のか
。
つ
ま
りな
い
興似
は

よ
し
て
く
れ
ー」

彼
は
研
いて
目
つ
た
・

「お
れ
も
兵畷
の
時
は
むろ
ん
反
共だ

った
。
し
かし
、
働
うじ
や
石
ケ
ン

は
い
く
らて
も
あ
るし
、
ミ
ン
チ
●

ポ
ー
ル
だ
つて
た
ら
ふく
食
え
る
の

だ
。
ミ
ン
チ
●ポ
ー
ルは
や
つ
は
り

食
い
疋
いか
ら
ね
。
君た
ち
は
反共

なん
だ
ろう
か
、
そ
れじ
や
、
看た

ち、
反
ミ
ンチ
●ボ
ー
ルか
ー
」

四十
歳
く
ら
いの
も
う
一人
の
引
揚

者
は
笑
いな
が
b
向つ
た。

}

「共
虚党
に入
るか
ス
らな
い
か
、

そ
んな
こ
と
をヤ
ブ
か
ら
偽に
朋
か

一
れ
ても
返
畢
は出
褒
ま
せ
んよ
り
と
一

に
かく
、
わ
しは
失
講
代
の日
色

℃

倣麺

額

離

鰍
錘

が
い
寂

ハ
ヅ
キ
リ
漕
え
る
の
は
、
自

分
か
股
民
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
た

[

靴襲
彗
亨
些

さ
れ
。表
現
か
公
式串
義
的
て
蹴純
で

あ
る
こ
とは
串
冥
た
とし
て
も
、兵
隊

で
あ
つ
た当
時
に
く
らべ
て
、
現在
の

彼
ら
かよ
ほど
旨
く
なつ
た
こ
と
は漢

ず疑
い
な
いよ
う
で
あ
る。
日
本
内期

の麗
民な
ら
「反
ミ
ン
ヲ
・ボ
ー
ル
」

な
ど
」い
う盲
紮
は
な
かく

突
差
に

思
い
つく
も
ので
は
な
い。

◇

◇

政
吋や
地
方
自麹

で
は
「引
糾
者

の
援
護
」評
宙
存大
に
し
て
叫ん
で
い

る
。
職
を興
貞
ま
しよ
う
、家
を
與
亥
一

ま
し
よ・
、
難

い心
で
迎嚢

し
よ
「

う
な
ど、
温
惰
キ義
を娠
り漢
い
た
立
.

臨
縮
難
鍵
舘
廻

喩
快
な無
持
に
なら
な
い
とは
な
い
9

「91
場嘗
」
と
いう
の
は
拙
象的
な
観

一念
に
ずぎ
璽

具体
飽
に
は
「共
毒
主

幾
衛て
ある
と
こ
ろの
引
湯
看
」を
酸

r護
す
る
かど
う
か
と
いう
モ
で
ある
。

　一彼
ら
が
本無
で
そ
れ
を
やろ
う
なと
」

一は
と
う
て
い償
じ
ら
れな
い
こ
と㌃

「

し
て
」
と
い。
よ差

易

か
ベス
ト
[

蕪
場
藻
畿
鑑

「彼
ら
を
シ
ベリ
ア
へ廻
い
廻
ぜ
ー」

と
プ
メ
リ
カの
新
聞
は
叫ん
た
。
日本

には
こ
ん
なに
正
團
に物
を
け
う人
間

は
いな
い
。入
聞
さ
の
い
」淵
摘
千義

の名
の
も
とに
置
爲
と幡
薯
か
卒菊
で

行わ
わ
て
いる
の
で
あ
る。
無
買任
な

淵偶
茅
義
の水
を
割
つて
共
塵
キ
義
の

酒
を薄
め
よう
と
す
るほ
ど
バ
カ
げた

こ
とは
な
い
。

引働
嶺
の
いわ
ゆ
る
受入
甥

か鼠

な
る
セ
ンチ
メ
ンタ
リ
ズ
ムに
ず
ぎ
な

い
のは
、
物
恥
を何
に
よ
らず
梱
稀
的

に
と
ら貞
よ
う
とず
る
民
族的
胃
格
の

発
腐
であ
ろ
う
。そ
れ墜
こ
の子
存
残

;
…

ー
…

ー

巫
疋
、
階
緻
内
に
鳳
む
し
ろ
而
民
属
と

胃
い
得
る
い
わ
ゆ
る

「町
縦
」
に
沢
め

[

粥
ら
わ
る
と
孕
(
凱
鋪
に
月
前
し
て
、

歌
斑
慢
の
有
つ
樺
腰
盟
を
高

、
鐸

よ

ら
と
し
て

い
る
。

本
髄
存
鰐
戊
し
て
い
・」
五
つ
の
論
考

は

〆一れ
ぐ

ず
で
に
公
害

た
翠

を

一一と

昌
う
点
に
の
み
回
け
ら
21
て

い
た
恥

【実
存
掬
噸
し
て
、
押
嶺
自
ら
は
溶
ら
に

そ
の
飴
も
得
酌
と
ゴ
る
断
汎
な
文
陛
的

一

史
利
の
曜
懐
・
そ
の
辰
止
た
取
放
存
群

一

て
、
厭
舞
硬
醗
牛
の
砒
全
的
基
盤
か
、

「新
闘
酪
市
の
牛
活

に
げ
つ
て
発
牛
し
て

馬
鈴
薯
喰
べ
て
稿
料
稼
ぎ

大
学
教
授
の
夏
休
み
あ
れ
こ
れ

の群
に
投
げ
こん
だ冠
会
の
激
浪
か、

敢授
運
の
生活
を
も
同
じよ
っに
のみ

こ
んで
行
く
のだ

「家に
い
て
は勉
噸
出
楽な
い
の
で償

は
搬
日研
究
釜
へ出
て
く
一。、
廿
漢
い

部
犀
とチ
洪
の泣
さ画
と
ジ
ヤガ
イ
モ

で
は
ね

」

引
賢
開
とな
つて
も
ジ
『
ソキ
一杯

百
血十
円
の
ビ
ー
ルで
は
歌か
出
な
い

し
、些
活
費
、
研究
費
の
捻出
に
数
投

の
も
つ唯
一の
ア
ルバ
イ
ト陣
輌
の
完

ると
い
う
こ
の敢
授
の胃
藁
は
」の京

大
の君
手
数
蒙

ヒ
に通
ず
⊃
もの

で
あ
ろ
う

◇
不
逼
を
な
げ
く

五
・
一
八
廓
件
、
六
●

塩
偽
四
月
か

ら
七
月
ま
で
の
京
大
は
数
授
写
些
と
も

に
多
端
な
四
ケ
月
だ

ノ
た
、
生
活
の
勇

コ帽 鴎蟹
鷹イン串
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乏
化
の
みな
ら
ず
、あ
ら
ゆ
る面
に
お

い
て
、
融会
か
ら
孤
立し
た
京大
で
は

な
か
つ
た
、自治
説を
め
ぐ
る論
畢
や、

学
生
本
分論
な
ど
、あ
る
慧
味
から
い

つて
、
東都
の
タ
刊紙
が
報
じだ
ご
と

く
、「新
し
いも
の
と
旧い
も
の
」と
い

つた
鮒
を
昊し
た
、
こ
の事
件
が璽
大

な
も
の
で
あれ
は
あ
ゐだ
け
、
その
衝

にあ
た
る
教授
遡
の
仕臨
は
忙
しい

掌生
部
長
た
る
農
掌
部D
数
授
や、
E

文学
部
長
は、
こ
れ
ら
一逮
の
事件
の

肱始
永
の
た
め
に↓
夏
休は
ほ
と
んど

忙雑
さ
れ
講
演
の
方
も
断
つた
し、
胡

究プ
ツン
な
ど
耳て
ら
れな
い
」
と身

の
「不
遡
」
を
なげ
い
て
いる
、
この

こ
とは
豪
た
東
大
の
翼
職
にあ
る全
敦

授
の
意見
で
も
あろ
う
か、
処
月
新制

大開
講
を
箆
・ス
て
厚
生
輔導
部
の
麗

な
ど、
学
生
か
らは
学
生渾
動
の
取締

ロ

だ
と
いわ
れ
る
仕
嗣
に
「プ
ラン
ど
こ
,

う
じ
やな
い
」
らし
い

◇十
年
一
日
のご
と
く

同
じ
農学
部
で
も
F敢
授
は
、昭
和八

年
か
ら紳
け
て
い
ると
い
う
敦授
独
目

の
震
挙経
窟
簿
記
讃
座凌
、
全國
か
ら

馨
」府
縣陶
、
農
協
組の
役
顔～
展
藁

ロ襲

帥
を桐
手
に、
八
月
一日か
ら

開
く
と
螂
っ切
つて
い
る↓
全
國
の恥

惰が
よ
く
わか
る
し
今
後の
調
査
に役

立
つこ
と
大だ
」
と
塗
㈱
に忙
猷
。

さ
らに
医
掌
部
は
、
や
は
り十
年
一日

の
ごと
く
「敦
授
の
生
活は
体
だ
と
い

つ
て
も何
の
変
り
も
な
い
し、
ま
た職

酎
と
そん
な
に
変
つた
こ
とも
な
い
、

　「奪聾
日
大掌
に
出
て
く
る
し
!…
」
と
話

一ず
・
G獲

は
募
矯

を
つい
で
・

一

だ
よ
、
だ
が何
と
い
つて
も
私
獲
で

は
ね
」
と
息を
つ
ぐH
教
投
の
アゴ
に

玉
の
よ
う゚な
汗
が
光
る

何
は
と
もあ
れ
朗
者
のあ
つ
た
多く
の

敦
授
π
ちは
異
口
同欝
に
↓
何
かゆ
と

り
の
な
い夏
休
だ
」と
答
穴
た
こ
の簡

潔
な
旨
藁
に、
一九
四九
年
の
いや
職

後
の
夏
休
の性
格
が
傘圓
に
表
現
され

るの
で
は
なか
ろち
か
(T
・
Y
)

櫨
鷺

灘
脚

,爲

猷鱗

く嶽
雨
の
甲
で
秘轡
裡
に行
わ
れ
、
見

・恥新
聞
訳
書
逼
の蘂

を
つい
た
が
、

そ
の
日腕
利
き
のT
麗
肯
がπ
虻
一人

配
書釜
の
ソ
フ
ァで
心
期
よく
ね
こ
ろ

茱

多

るに
当
つて
は
・
繋
の
研
一撃

と
して
は
い
る
か、
本
串

の各

養

り雛

護

藷

ち
筆

と
・
て
・・れ
ら
舞

・
・
竺

國
お
よ
びそ
の
共
働書
運
の
出
目歴
歴
て
は
、
一簿
とし
て
の藷

起
鎮に

　

㎜熱
蝶
蹴
鄭
鞭
鐸
縛
醐け"鞭
麹
編

斯

に
輌
寄
起
し
た
か
の
戯
葎
輿
文
で

い

つ
O
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プ
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グ

加
茂
の洞
原
の
夕
漂

み
に
、
今年
も
砥
園

祭
り
が
話題
に
上
り

は
や
コ
ンチ
キ
チ
ン

く

と
鉦
と餉
のお

曝
系
聞
えて
坐
る

と
・
京
都
つ子
の
心

は
じ
つ
とは
し
て
お

れな
い
。

団
杢
ゴ大
祭
の
一つと
し
て
全
國に
喧

簿
さ
れた
八
坂
岬
肚鰍
園
御鋸
会
(蔽

園
祭
)は
、
檀
武
天畠
以
聚
午年
余
に

わ
疋
つて
栄
え
た
古都
「京
都
」が
生

ん
だ
博
就的
交
化
の
一つ
で
あり
、
同

時
に
己
都
「痕
部
」
の性
格
の喚
甲
的

霧

で
あ
る。

甦

は
蝿
く
嘱擁
に

物嗣
の
起
源を
ほ
じく
り
出
ず好
劇
家

のく
せ
に習
つて
祭
の起
源
とし
で
癬

久
られで
いる
も
の
を
洪偽
と
隔貞
騨

年中
に
東
都
に懇
い
病瓢
が
統
行
した

ので
朝
廷
の命
に
よ
つて
ト
部
比
呂翻

と
いう
人
が磁
園
感
柳院
の
甲
π
ある

中頭
犬
王
を
ま
つ
」た
ほこ
ら
の
みこ

し
を
か
つぎ
、愛
冒
携八
坂
怖舐
園村

の
酉姓
策
ζ京
の町
の
人
が々
六
十
六

本
の鉾
を
持
つて
今
の
二
隆げ
の
葭
の

方
に
あ
る騨
泉
苑
とい
う
池
へ諏
病
紳

を
封
じ
こみ
に
行
コた
、
鯉年
ま
た
流

行
し
こ
の行
恥
を行
つて
や
つと
滑
ま

った
。
そこ
で
牛
頭天
壬
は
憩病
よ
け

の
脚檬
と
いう
こ
とに
な
り
これ
を
轍

圃
御
鷹会
と
い
う、
明
沽
に
な
つて
恥

沸
分
叫
して
腿園
伊と
い
う
よう
に
な

つた
.

八
坂
鯉
G
氏子
は
北
は
二際
か
ら西

は
艇
原
、束
は
漿
山
のふ
も
と
から
西

は
大
宮
、千
本
に
摯
るま
で
旧
東都
の

ほと
ん
ど
存含
め
た
励
い帥
囲
にわ
た

つて
お
り、
し
か
も
岬肚
と
一切関
係

な
く
比
子だ
け
か
勝手
にゃ
る
肱民
的

な
祭
で
あ
る。
こ
れ
をさ
、
穴た
入
々

は
東
の
商
工繋
者
の
中で
紙
園
肚の
座

に
関
照
あ
る糾
協
、木
材
、
織
物第
、

魚
雷
鍔
の
グル
ー
プ
で天
台
宗
の支
配

下
に
お
かれ
た
帖
園
轟
院
は
比貞
い

山
の
囎
兵
か京
都
に強
跡ず
る
と
冒に

は
そ
の
駐
屯地
と
な
つて
お
り
、亟
園

肚
に
は
別
に大
脚
人
と
いう
一穂の
戯

力
を
も
つ
た賊
民
か
あ
つて
一同宗
寺

院
を
楠
貞
伯金
の
催
促し
た
と
いう
改

だ
か
ら
東
の商
工
勢
書は
こ
の
=b
の

弼
力
な
酎
力を
バ
ジ
ク
に常
藁
の自
由

と
蟹
栄
を
襯た
芝
は
明
bか
で
ある
。

◇
崩
れ行
く
京
の絵
姿

こう
し
て
マ
ニ
ュフ
7
クチ
ャ
ア
を基

盤
とす
る
中京
の
商
塑地
域
は
、秀
吉

以
楽度
々
の
朱印
砥に
より
免
租さ
れ

粟
栄を
副
わ
て行
つた
が、
明
治維
新

に
よ
つて
漏
蔚は
蜀

し、
請
國
噛天

名各
屋
㌦
公
瓜の
重
緊
な
噸審
を失

つ
て
表微
の
鋤
一垢が
始
ま
る。
新
政

府
に
ょる
免
科
の
指権
の
劉
軍は
さ
ら

に
そ
れ
に大
きく
拍
嗣
を
か
けた
。
ず

で
に
凋
傭に
馳
いた
中京
鉾
町
地
籔

も
、
も
はや
そ
れ
目体
の
力で
は
こ
う

し
た
浄
典を
寧
貞
る
こと
が
出聚
ず
、

け
た時
期
に
お

い
ては
補々
讃

肚
も
どう
に
か

そ
の衛罰
を
果

た
し得
た
。
し

か
し明
治
ま期

に
おけ
る
、
ド

イ
ツ
化
学
簗

料
の憩
入は
ま
ず
京
都
染物
藁
を
叩

き
つ
け
、山
鉾
自捧
の
維持
ず
ら困

難た
ら
亀

で硬
た
。
この
間
の
扇餌

は次
の
こ
と
から
が
さ
らに
群
細
に
物

醐
る。
山
鉾は
そ
れ
を出
す
町
の
も
の

で
あり
、
共
有
とい
う
よ
りむ
し
ろ
ゲ

ル
マ
ン法
で
いう
所
の
総有
に
近
い
も

ので
あ
つた
が、
町
自
体で
厭
園
祭
を

歩
え
るこ
と
が出
來
ず
、濤

醜々
を
作

り、
そ
れ
また
鵠
体
化
して
行
く
と
▼

山
碑の
繕
持
のた
め
に
それ
を
競
して

お
く艦
臆
お
よぴ
、
そ
の
周辺
の
土
地

に
借罎
を
繍
て、
そ
の
地代
、
家
賃
に

よ
つ
て何
と
か
しよ
う
と
ず
る苦
肉
の

榮
も
とら
れ
た
oま
た
鉾
に
つく
稚
見

も
脚
町
内か
ら
出ず
こ
と
に
な
つて
い

た
が
、
この
個
人
的
に非
常
な経
済
的

負
掴
を
必要
と
ず
るも
の
は
弐
第に
、

他
町
丙
より
の
惜
稚兜
に
、
さ
らに
人

形
で
作
つた
木
椎
見
に変
つ
て
行き
、

現
葎
ず
る
生稚
児
は
長刀
鉾
の
それ
の

み
に
な
つて
し
ま
つ
た。

八
坂
岬
肚全
氏
ヂ
を対
象
と
ず
る潤
。々
頗
一欧
世
界大
職
優
の世
界
的
な
パ
ニ

幽
と
い
う
肚
を
僅り
、
亨
とし
て
寄

附
、
寄
睦
によ
つ
て
絵典
を
》
客よ
う

とす
る
o
これ
は
明治
=
十
年代
に
始

ま
る
ので
あ
る
か、
日
溝
、
日
隅職
帯

ζ
、
目本
賢
本
串義
護

の余
波
を受

,ク
、
さ
らに
人
網
の出
媚
・
日本
資

本
キ
畿
の
波動
は
東
都牽
萌
を
容
敬な

く
崩
梗
さ
ぜて
行
～
艦
物
℃
黙物
、

陶
磁
器
、粗
物
金
銀細
工
等
ず々
べ
て

大
規
鱒な
近
代
的
ヰ斎
牒

地
方
の新
朋
産
蘂に
、
さ
んし
よ
く
さ

れ
、金
融
n本
の皮
配
は
「切
京
都
的

な
る
もの
の
榔済
的
華
盤
を破
峨し
、

今
次
大隙
は
さ
らに
完
門
な
曽ま
・・に

そ
れ
を敬
暇
した
の
で
あ
る。

◇東
洋
の
モ
ナコ
へ
の夢

そ
う
して
「文
化
囲炎
再
翅
」と
「観

に
よ
ゐ
各

、
的
な
蝉

る
の
であ
る。

交
通
業者
、
ホ
テ
ル喉
館
、
科依
貸
席

鞘
番
、
キヤ
バ
レ
ーμ
ン
ス
ホー
ル
、

遊
廓
等
羅々

の
モナ
コ序
輩
る
人

の々
利釜
代
表
r
よ
つて
構
ρさ
幻
た

観
元
連辮
が
甲
心
にな
つて、
さ
さに

万
養
肝で
知
名
の
士五
十
人
を塀
め
て

賂
大
な砥
園
祭
席
行の
桐
無
会が
闘
か

れ
、
そ
の結
集
六
月廿
八自
、九
の
両

日
南
座
で豪
都
七
赴廓
の
麓、女
を耶
め

て
厭
園
縦鵬
禰
大
カ
ンパ
ニア
の斑
踊

の
会
が開
か
れ
た
。
一枚
三
貞
円の
ス

易
券
が
四千
板
も
市内
各
所
には
ら
撒

か
れ
たが
、
舐
園祭
は
轍
園
さ
んの
比

子
だ
け
で・
山
鞍

口鉾
の
町窄

・

せ
め
て
鴻
勤々
の
講金
で
と
汽
えび
⊥

競
泉都
市民
の
蔽
融は
そ
の
まま
掃
々

と川
鉾
巡
行
の終
つた
あ
Gの
授
ハ切

ト

つた
艇持
錆
リジの
で
あ
ろ。

◇
紳
に
仕え
る
少年

四仔
小
橋
を
芹に
醐
い、
菖
煽
川
のさ

さや
か
八
潟流
に
⊂つた
}qは
棚の
並

木
か
鯖
わ
り、
格
別
粋な
も
の
かあ
る

わ
け
C
は
な
いが
東
都的
風
胡凹圓多
い

蛸
藥
恥
の
通り
に
あ
る小
鷹
をわ
た
つ

て
信
岸
に
出
ると
、
晴節
に
似
合わ
ず

し
めな
わ
究た
ら
し
た小
じ
ん
まり
と

した
料
理昂
が
あ
る
。
の
れ
ん
には

〃大
任
"
と菖
い
て
あ
るo
こ
」が
今

年の
名
辱
あ
る稚
完
さん
野
路
往正
君

(三)の
家
で
ある
。
女キ
人
惣
子さ
ん

の妹
dん
の子
砿ぞ
小さ
い
時
に
もら

ち
て
大
趣
に
肴て
た
チ倶
た
と
いう
。

以
朗
は
丸
粧院
を
や
つて
い
ま
した

京
の
祭
り
を
支
え
る
人

光
日
本
」が
叫
ぼれ
る
よ
う
にな
つて

聚
る
とと
も
に
A
観
光東
部
」
が大
き

く
ク
ロ
ーズ
ア
ッ
プし
て
巫
る
。職
薩

の軽
済
的
変動
は
東
都
にお
い
ては
、

もは
や
鋒
町自
体
砥
園
氷を
ウ
貞
る力

な
丸銚
務
所
㍗八
坂
紳耐
現
内
の
心
々

講館
に
牌
いた
湾
々
論
耐も
、
笛
忘尿

よ
り寄
遣
斉
博
つと
い
う
(実
鴎
は
八

坂
軸耐
氏
子お
よ
ひ
東
醜而
民
に
対
し

隼
は張
制
的
であ
る
)
中餌
的
な
辿
包

方
法で
は
勤
底
崇典
か
愛え
得
る
も
の

で
臨な
か
つた
。
そ
う
して
昨
年
よ
り

ノ
浮
ひ上
つ
て
恥た
ド
光
理甑
か市
御
光

局
ぐ硝
擁
な
連
.,存
保
ち
なか
ら
、
甑

光恥
榮
と
して
の
祇
園祭
かそ
の
冴代

に
よつ
て
卍
し
よ
う
とず

々

也
び
行
く
日
本
的
な
も
の
の
一例

鐸
麟
の
一人
A
比
の
観
九連
盟
に対

ず
る反
獅
的な
次
の
醤
集と
な
つて
反
'

映
して
い
る。

「どう
も
観
光連
盟
の
正体
が
わ
か
り

ま
へん
。
砥園
祭
や
、
山鉾
の
こ
と

を
は
さく

かも
ろ
て
く
れる
ん
や

な
し、
節
}踊
0の
会
や
ら戸
う
て

金
を堤
め
て
し嬌
う
た
ら
、わ
て
ら

の
躍金
の
余
脚か
お
ま
へ
んが
な
」

さ
ら
に四
鉾
矩
An会
(山
鋒
を8ー
ず
町

と
そ
の代
表
脊
に
よる
)
の
役員
の
一

人
H
民は
門鉾
一基
に
っ
営
十
七万
円

山
;
に
=醒万
學
れ
ぐ

巽
酪

と
油
々
&と
が
新
學
ずう
費
用
を出
し

て
く
れ
噂、9こ
と
にな
つて
い
ま
3が
、

金
は
酒目
な
い
と
いう
こ
ζe
して
」

が
二年
藷

か
らこ
の
商斑
を
始
め

ま
した
o
こ
れ
もあ
の
子
存大
学
に

や
るた
め
で
℃。
お
軸
兄さ
ん
も
チ

供
の判
坐
存
思
つて
お
受
けし
た
わ

け
で、
何
と
い
つて
も
こ
のナ
も
な

い
名
誉で
ず
。
芦
菰家
柄
とか
門地

存
や
か
束し
・・認
〔て
い
た
そう
で

す
か
:
8。
鋭
川
は人
か
陶
して
い

るほ
どで
は
あ
り
衷
ぜん
か
何し
ろ

衆
客
が
多
いし
、
十
数力
円
位臓
景

るて
し
よう
。
女
か
一切
近
寄
つて

は
い
け
な
いの
で
大裂
で
ず
9

と恥
る
お
母さ
ん
に
義内
さ
わ
て為
櫨

界
さ
ん
か七
日
朋
と
じ
こ
めら
わて
い

る
二階
の
興六
齢
へ
行く
。
部界
の
ス

ロぐ
「私
は入
れ
ま
せん
か
ら
、ど
う

◇
『
鈴
轟の
ア
ル
バイ
ト

荷
と
い
つて
も
、
昔
は
三・
四
亀

成
を
凸し
い
鐸

や
り
と
護

巫

冨

分
欝

第

た
から
ね
、
今

ぢ
や
穿
活
費
ず
ら
恥
か
く
臥
噸
た
か
ら

こ
の
夏
体
は
と
う
し
て
も
研
究
と
ア
ル

バ
イ
ト
の
二
本
帥
に
な
る
ね
」
と
法
掌

の
A
敢
捜
は
舶
る

「苗
大
」
の

「学
牛

さ
ん
」
と
し
て
目
伽
蝋
に
そ
の
嫡
位
存

ほ
こ
つ
て
い
た
掌
牛
た
ち
か
ら
そ
の
箆

蔵
地
は
お
ろ
か
経
済
的
地
盤
衷
で
吹
飛

は
ぜ
て
、
つ
い
に
≠
窪
を
潜
在
失
費
看

ロ
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会
科
を
学
び
、
野
琢
を
樂
し
む
の
で
あ

あ
。
ず
で
に
親
た
ち
と
は
異
質
な
竜
脳

が
穿
穿
え
づ
Σ
あ
る
。

◇
女
人
禁
制
を
解
い
た
鋒

さ
て
祭
最
大
の
行
臨
、
矛
れ
か
ず
ぺ
て

の
よ
う
に
思
わ
わ
て
さ
穴
い
る
山
碑
巡

行
は
今
年
は
蘇
三
、
ひ
冒
山

一、
か
つ

ぎ
切
五
と
出
動
し
た
が
、
先
頭
を
切
つ

ロ

た
長
刀
ポ

コ
托
出
し
た
四
條
通
東
洞
院

西
入
町
を
訪
ね
て
み
る
。
こ
の
町
は
ず

ぐ
馬
丸
趨
り
と
交
叉
し
銀
行
、
会
杜
、

株
屋
と
全
ぐ
オ
フ
ィ
ス
街
に
な
つ
て
い

る
。
こ
の
町
の
生
貞
ぬ
き
の
氏
子
は
谷

野
と
い
う
お
萸
子
犀
さ
ん
だ
け
に
な
つ

て
し
ま
い
、
・そ
れ
で
は
ど
う
に
も
な
ら

ぬ
の
で
今
年
は
隣
の
町
内
の
顧
捜
で
ホ

コ
を
出
ず
と
い
う
o

今
年
は
禅
四
ね
ん
出
の

一
助
と
し
て

一

也
臼
円
で
搾
観
会
麟
券
を
氏
子
を
贈
じ

て
脚
り
一一階
で
お
茶
を
出
し
て
ホ
コ
の

中
を
見
せ
る
と
い
う
苫
肉
の
策
を
と
つ

一ん
で
いた
、
新制
大
掌
の会
議
を
酪
え

壽

甕

謡

て
・
懲裂
謬

の
・静

金婁

、調
婆

行
冨

のが
藁

の義

の華
A巴

3
甲恥
67
㌔
ゴ.;.̀
隔67
"
69°.岬"9一一一"
9
監
冨

ぞ
」
と
鳶
ろ
。

「
戊
程

」
と
脳
心
し
な

が
ら
中
へ
入
る
と
、
経
正
融
の
実
父
水

野
善
助
氏
が
わ
ざ
く

会
肚
葎
体
ん
で

食
鱗
か
ら
風
呂

仙禰
に
T
る
衰
で

一
切

の
身
の
廻
り
の
世
誘
を
や
つ
て
い
る
さ

て
し
ば
ら
く
帥
と
入
問
の
問
を
紡
d
ず

る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
律
孟
唐
を
っ
か

ま
衆
て
感
想
を
ざ
く
o

名
誉
あ
る
う
れ
し
い
こ
と
だ

～
思
い

ま
ず
。
し
か
し
何
だ
か
闘
川
か
凛
し

い
感
し
が
ず
る
し
、
人
が

つ
い
て
き

だ
り
、
見
物
ず
る
人
が
い
た
り
ず
る

と
全
く
見
廿
物
の
よ
う
で
ず
。
掌
校

の
友
蓬
か
除
を
組

んで
見
に
く
る
の

に
は
閉
口
し
ま
す
"
は
じ
め
の
う
ち

は

一寸
面
白
か
つ
た
が
臼
が
た
っ
に

つ
れ
て
氏
チ
の
寂
を
廻
る
の
か
い
や

に
な
り
早
く
す
め
は
よ
い
と
隙
う
よ

う
に
な
り
皮
し
た

と
隼
圓
に
紐
つ
た
。
小
掌
校
血
隼
生
で

そ
ろ
な
少
年
野
駄
好
ぎ
だ
と
い
う
利
口

で
あ
る
。
新
し

い
〆
メ
リ
ガ
民

キ
キ
義
に
脚
を

と
つ
た
転

臼
を

受
け
ろ
子
枇
、た

ち
に
は
決
し
て

菖
の
よ
う
に
]

分
の
町
の
錘
や

田
の
大
ざ
な
必

題
と
な
つ
て
い

な
い
だ
ハ
う
。

稚
界
が
終
れ
は

ほ
つ
と
し
て
掌

棲
へ
行
つ
て
赴

一一7
一9
し9

二「曹 瞬
鰻鱗
驚
墾

「賊
胡
の姿
員
長
とな
り
や
い
ろく

仕
恥
かあ
る
し
、
豪あ
ぐ
の
撮
だ
け

は
み
ー
ちり
ま
と
ま
,た
勉
噸
かし
た

い」
と
型
Qの
は
群
済掌
部
の
C敢
摂

で
あ
る
、祉
会
の
動
き
に被
感
で
あれ

ぼ
あ
ろ
だ
け・
肉
の
あ
る鎚

叡

ず

一一r
●r
O■.
昌一,
」
r
●
・■一暫噛■r
臨r
■,層

「
'一
一■
6
1
`

■
一、
望

■一一
■一
`
「
己
=
冒

て
い
る

下
足
に
靴
を
あ
づ
け
て
鉾
の
や
ぐ
ら
に

あ
か
る
と
隣
町
か
り
+
餌
い
に
坐
た
と

い
う
脅
醸

の
三
局
鉾
告
民

か
榛
を
つ

暁
て
威
儀
を
正
し
て
坐
つ
て
い
る
。

「
ほ
こ
は
昔
か
ら
交
人
禁
制
て
し
た

が
、
終
職
俵
女
の
人
も
上
る
こ
と

か

出
來
る
よ
う
に
な
り
、
六
、
七
十
の

婆
さ
ん
が

〃
一
生
上

ろ
こ
と
が
出
聚

な
い
と
思

つ
て
い
た
が
、
長
生
き
し

た
お
か
げ
で
舞
観
出
渠
る
よ
う

に
な

つ
た
"
と
涙
を
流
し
な
が
ら
有
難
が

つ
て
い
ま
す
」
と
額

警

臼
を
鯖
る

ホ

コ
は
革
素
は
離
体
し
て
魑
臨
に
ス
れ

て
あ
る
か
、
.こ
れ
を
組
立
て
る
に
は
釘

一本
使
わ
ず
全
副
な
わ
を
便
う
の
で
特

殊
の
技
鮪
を
必
要
と
す
る
、
先
代
か
ら

こ
の
艮
刀
鋒
の
瓶
立
て
花
引
受
け
て
い

る
蒐
都
府

、
土
工
爾
工
協
同
頸
X
口型
恥

長
山
本
霞
璽

は

「昨
年
は
こ
の
組
立
て
を
府
の
労
務
刑

や
贈
噸
惣
定
所
で

〃
技
鵬
"
と
み
と
め

て
く
れ
ず
、
人
夫
を
位
弓
こ
と
托
労
務

供
給
と
見

な
さ
れ
、
法
翻
に
ひ
2
か
、

る
こ
と
に
な
り
弱
り
ま
し
た
か
D
そ
の

話
も
つ
き
、
今
年
は
万
恥
う
ま
く
ゆ
き

ま
し
た
、
臨
の
方
は
哨
方
と
い
う
や
は

り
時
殊
の
幣

を
も
つ
た
人
が
や
っ
て

い
ま
ず
」

と
餌
耽
的
な
薩
の
苫
心
葎
扇

,
た

◇
都
大
路
を
蓬
む
も
の

砥
園
祭
鰻
大
の
行
翫
は
山
鉾
巡
行
で
あ

る
。
一
荘
に
つ
き
即
傭
絶
鍾
用
、
大
ざ

つ
ぱ
に
免
つ
も
つ
て
廿
六
万
円
の
鉾
三

つ
、
曳
山

一
つ
、
七
力
円
の
か

つ
官
山

五
つ
、
時
創
に
し
て
数
煽
円
と
い
う
日

本
交
化
遣
涯
が
ず
ら
り
と
並
び
、
交
通

向
う学
部
長
先
生が
た
T
嗣蕎
の
「ね

む
り
」が
〃タ
メ
キ累
イ
リ
〃で
は
な

い
か
と
心配
し
て
ぬき
あ
し
さし
あ
し

「で
配
霜
繁の
前
を
通
つた
と
か
、通
ら

一な
い
と
かi

ー

緻
＼

近頃
ど
こ
の本
屋

〃

へ
行
つて
も
そろ

く
新
版
の
岩
波

交
瞭
が闘
に
つ
く

「だ
がぼ
く
の
個
人的
な
寛
と
し
さ
と
は
繭
議

し
い
▼そ
し
妄
剛
に

は
、
な
にも
研
璽

へく
る
のが
研
窪
か
琶

孫
を
「摯
爵
く
人
あ
カ

ほ
ど普

麩

た
▼高
く
て
ぜい
ぐ

四
ヅ塑
八
十
哉
の職
荊
は
所
籔
ら
ぬ

　夢
だ
がそ
れ
で
も
「愁
取
鮒
な民
蝦
」

一の
た
め
「眞
に
必
跣
の畜
醜
」
の縛
及

を
愈
図
して
創
鼓
され
た
こ
の々
確
が

「冥
斑
的
に
脚活
の
兆
を見
ぜ
て
藁た
こ

一で
は
な
いと
夙
う㍉
ほ
く
た
ち
にも
も

つと
胆
索
の余
裕
が
ほし
い
、だ
が
こ

【ん
な
調
子で
は
ね
8…
」

一

◇
夢
拡
ら
a
夢

一民
族
の
織維
だ
と
梱
われ
た
合
成繊
維

コ

ロ

「師
一号
を発
明
し
た
工学
剖
H
研
究塞

で
は、この
夏
休
を利
用
し
て孜
投
も
、

助手
も
、
学
仔も
、
}体と
な
つ
てア

メ
リカ
の
そ
れと
の
比
鮫研
究
に
盤

ず
ると
い
う

認

もな
皐
謬
奮
の鶉
に
日

.を
つぶ
ず
学
任
遡も
、
今
年は
H
教
授

一の
湾
葉の
ご
と
く
「職
工
」と
な
つ
て

一ビ
ニ
ロ
ンの
麟
的向
上
に
盤力
ず
る
ら

一し
い

I
i
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巡
査
が
汗
だ
く
に
な
つ
て
弊
理
し
な
け

わ
ば
な
ら
な
い
観
衆
か
群
ろ
光
吊
は
み

ご
と
と
い
う
よ
り
す
さ
ま
じ
い
。
あ
ら

ゆ
る
交
瑚
を
称
縄
し
、
畷
車
の
架
線
を

は
ず
し
て
川
鉾
は
哺
丸
か
ら
寺
町
&
で

四
條
通
り
を
巡
行
ず
ろ
。
桃
川
時
代
に

現
在
の
形
に
窩
成
し
、
当
時
の
世
界
文

化
の
あ
ら
ゆ
る
騨
を
項
め
た
と
い
う
田

鉾
が
、
唐
織
、
麿
錦
、
ゴ
フ
ラ
ン
紬
に

飾
ら
れ
、
長
崎
庇
踊
り
、
茂
木
ペ
ー
ロ

ン
の
よ
ち
な
明
風
の
舐
園
撫
子
に
は
や

さ
れ
、
陣
笠
、
練
、
自
足
袋
の
供
に
凪

ら
れ
、
日
本
的
な
ヨ
イ
ト
く

エ
ン
ヤ

ラ
ヤ
の
か
け
画
で
動
さ
は
し
め
⊃
四
瞭

同
丸
の
交
叉
点
は
、
帯
國
、
千
代
田
、

踊

一、
三
和
の
大
璽
行
の
廼
物
に
囲
ま

れ
、
西
爾
の

}角
は
串
和
牛
命
の
一塵

の
聞
憐
に
大
婦
ビ
ル
、
師

一
m
剛
司
令

部
が
高
く
震
え
て
い
る

◇
そ
れ
で
嚇
時
代
は
動
く

そ
れ
に
し
ぐ
も
こ
の
駈
物
の
よ
う
な
山

鉾が
、紹

+八
年
を
覆
r
蓼
沸

[昨
年
覆活
し
た
と
いう
物
珍ら

し
、

ヅ
トで
飾
つた
こ
の
出
版
肚
の
もろ

く
の
縄
類が
わ
が
國
のイ
ン
テ
リ潤

成
を通
じ
て今
ま
で
の
日本
文
化
に
「

一璽
曹
汰
あ
鏑
藻
し
泰
た

こ
とも
恥
輿で
あ
る
▼
しか
し
か
つて

一あ
る酔
舗家
はわ
が
國
の
文化
を
「岩

「怠
蝦
レ
イ
ヨ
ン
と
手
を
継
ん
で
臼
売

数
万
ト
/癌
威
も
こ
の
二
、

三
年
の
う
ち

03一
亀
7●
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・一3
ち一7
臨f
亀
唖
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亀

ε
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哩

な
つ
て
し
衷
つ
た
の
で
す
。
淋
し
い
け

わ
ど
忙
方
が
な
い
」
と
い
う
欝
粥
は
、

そ
の
導
」
き
つ
す
い
京
都

つ
子
の
着
い

世
代
の
声
と
し
て
聞
い
て
よ
い
だ
ろ
う

コ
ン
チ
キ
チ
ン
く

の
黄
が
聞
え
て
隈

る
と
、
東
都

つ
子
は
じ
つ
と
し
て
唐
れ

な
い
と
需
う
が
こ
れ
も
も
は
や
渦
去
の

こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
轡
田
(
十
六
日
)

の
店
の
格
子
を
は
ず
し
、
張
出
し
を

一

下
し
て
、
店
の
聞
に
秘
蔵
の
瞬
風
盗

一

張
り
め
ぐ
ら
し
、
高
債
な
絨
椴
を
敷
い

て
道
具
類
を
並
ぺ
て
好
事
家
た
ち
の
鑑

蹴
に
供
ず
る
と
い
う
風
膚
も
、
稔
旋
風

で
そ
れ
ら
が
大
か
た
盟
却
さ
れ
つ
く
し

た
今
と
な

つ
て
は
、
続
く
る
に
よ
し
な

し
と
回
弓
所
だ
ろ
う
。
そ
う
し
て
ず
べ

で
過

去
に
お
い
て

「萸
」
と
さ
れ
た
も

ピ
が
そ
の
漢
」
現
代
人
の
感
覚
に
ア
ツ

ピ
ー
ル
ず
る
暦
も
な
い
の
で
あ
る
。

(
正
木
・
浜
田
記
繕
)

憂

化
」と
「畿
婆

化
」に
二
分

[し
、
しか
も
そ
の
いず
れ
もが
ず
で
に

一九
四九
年
を
に
なう
も
の
でな
い
こ

と
を
指摘
し
た
▼
「髄
腋
砒
文化
」
は

論
外
と
して
、
あ
のと
り
ず
ま
した
「

岩
波
文
化
」の
蕎
は
「交
曜
発
刊の

雇

に
磐
れ
て
い
るよ
う
に
認

と
美
を噛
梶
階紐
の
独
占
より
奪
い返

ず
こ
と
証
り
もむ
し
ろ
、た
か
ぐ

特
権
階級
の
数
を若
干
増
加し
た
と
い

・
ろ
さ
L
やか
な
結果
し
か
らた
ら
さ
な

か
った
▼だ
か
ら
こチ
「岩
波
文
化あ

乳
を
吸
つて
鴇
つた
イ
ン
テリ
は
と
も

に
現在
をに
なう
も
の
で
ない
こ
と
を

忘
れで
『岩
波
」の
「艇
談耐
」
に
対ず

る
　ル
の
　　
を
ドが
じノたか
る
の綴

し
さを
は
な
わて
何
時
まで
も
人
々
の

心
を瀬
き
つ
け
てい
く
ので
あ
ス
う
か

、
年
歳々
々
かく
も
敢
」へな
費
川
を
使

つ
て窯
で
、
外
脅看
諺
狡
ずD
払
元"

鐵
の
一環
に
く
り入
わ
る
こと
が
浬
楽

ろ
で
あろ
う
か。
聞
け
は
国鋒
の
解
存

興
に
口
つて
酬
か
に附
属
U響
買
弔
し

た
町
も
ある
と
旨う
。
儒
欄
をけ
く
れ

た
御
り
の行
"
、宇
町
二"鋒
の凸
い
情
り一

地
門
犀
に台
つ
た
1病
疏
デ
入
、あ
る

い
は
捧
町の
あ
る
曳麟
四
俸
の妙
ど
ん

の
「こ
んな
つ
や
消し
な
お
舞
はあ
り

まぜ
ん
。馴
染
も
な
つか
し
さ
もな
く

て就
'

∪
ー

新

法

最

療

の

簡'口

 

病「鼻
リー 女_スダィゼストに発表されたペニシリン噴霧簾法とか、葉緑素

治優とかいう、鰻新浩療が、我國でも簡照に出巫ないものかという問い合
せが多数あり寂すので・此匿そうしたお聞い合せに対して・醐 貌明申

し上げる橿醤騨吃搬けましたo何卒御利用下さるようお勧めしまず。毎日
午灘十時から午後五時まで、左配へお出で下されば、懇切に御旧訟に睡じ

まず。(ハガキの御照会は往斑ハガキで御預申上げますo)
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赤痢 ・疫 痢 鍛
大腸力タル ・・… 小鬼下痢

直接有害菌を撲滅する副作

用皆無の新しい7ク リルス

1」朔 診籍
販資 中 村'瀧製蓬 三菱化成

 

消

゜
'°。
鰯

る

羅〕 一犬入も子

ド ≡≡ 、
3▲髄■【▼o＼ 黄

ノ
1910年 綴 襖 穿弱 三鑑讐.して

永年にわたる研究と経験の結果、製品の純良、均質、
確効による御信頼を得て、、大量生産を績けております
オ リザ昌ンの愛稻をもっそ一暦の御愛用を願いますo
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